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今月の表紙
元気よく合唱する石川小学校の児童たち

（与謝野町小・中学校音楽フェスティバル）
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与
謝
野
町
で
は
、
野
田
川
地
域
に
建
設
予
定
の
「
認
定
こ
ど
も

園
新
園
舎
の
整
備
計
画
地
」
に
つ
い
て
、
現
在
、
野
田
川
地

域
で
運
営
し
て
い
る
３
園
（
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
、
山
田
保
育
所
、

石
川
保
育
所
）
の
い
ず
れ
か
を
活
用
し
た
新
園
舎
整
備
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
令
和
５
年
９
月
与
謝
野
町
議
会
で
、
野
田
川
地
域
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
計
画
地
に
つ
い
て
の
町
の
方
針
を
公
表
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

－ 野田川地域の認定こども園の整備 －

整備計画地の方針を公表しました

問　
子
育
て
応
援
課 

☎
４
３・９
０
２
４

施
設
及
び
就
学
前
教
育
・
保
育
施
設

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
提

言
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
計
画
を
白

紙
と
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

野
田
川
地
域
の
こ
ど
も
園
新
園
舎
は

未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
育
・
保
育
環
境
に
お
け
る

地
域
間
格
差
の
解
消
が
で
き
て
い
な

い
現
状
を
前
に
進
め
る
た
め
、
白
紙

と
し
た
候
補
地
以
外
で
の
こ
ど
も
園

整
備
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
野
田
川
地
域
で
運
用
し
て

い
る
３
園
（
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
、

山
田
保
育
所
、
石
川
保
育
所
）
の
い

ず
れ
か
を
活
用
し
た
新
園
舎
整
備
に

つ
い
て
、
野
田
川
地
域
認
定
こ
ど
も

園
設
置
検
討
委
員
会
、
ま
ち
づ
く
り

本
部
会
の
子
育
て
施
設
検
討
部
会
に

よ
る
候
補
地
の
比
較
検
討
や
子
ど

も・子
育
て
会
議
の
意
見
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
保
護
者
の
意
向
も
踏
ま
え

た
う
え
で
、
候
補
地
の
選
定
に
つ
い

て
慎
重
に
議
論
・
考
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
後
の
方
向
性

　
野
田
川
地
域
の
小
学
校
の
再
編
検

討
は
令
和
12
年
度
以
降
、
中
学
校
に

い
た
っ
て
は
具
体
的
な
検
討
は
こ
れ

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
え
で
こ

し
た
。
令
和
４
年
度
末
に
お
い
て
、

平
成
18
年
の
合
併
時
に
10
園
あ
っ
た

町
立
保
育
所
・
幼
稚
園
は
５
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
滝
地
域
は
、
町
内
に
お
け
る
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
先
駆
け

と
し
て
整
備
を
進
め
、
平
成
29
年
７

月
に
新
園
舎
か
え
で
こ
ど
も
園
を
開

設
。
加
悦
地
域
に
お
い
て
は
、
旧
桑

飼
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
し
、

高
齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
予
定
地
に

隣
接
す
る
か
た
ち
で
、
令
和
３
年
12

月
に
新
園
舎
つ
ば
き
こ
ど
も
園
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
野
田
川
地
域
は
、
野
田
川
体
育
館

周
辺
に
こ
ど
も
園
整
備
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
行
政
側
の
説
明
不
足
な
ど

に
よ
り
地
域
住
民
、
施
設
利
用
者
や

関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
署
名
や
ご

意
見
、「
野
田
川
地
域
の
社
会
教
育

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
与
謝
野
町
で
は
、
町
内
の
園
児
の

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
園
児
の

教
育・保
育
環
境
の
改
善
に
併
せ
て
、

「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
採
用
す
る
こ

と
、
ま
た
、
幼
稚
園
と
保
育
所
を
一

体
化
さ
せ
て
３
地
域
に
１
園
ず
つ
整

備
し
て
い
く
た
め
、
平
成
25
年
、
第

一
期
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
対
し

「
幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
を
含
む
、

就
学
前
教
育
・
保
育
の
有
り
方
に
つ

い
て
」
を
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
ま

し
た
。

　
そ
の
答
申
に
基
づ
き
、
第
一
期
子

ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
で
は
、

岩
滝
・
野
田
川
・
加
悦
の
３
地
域
に

お
い
て
、
新
園
舎
に
よ
る
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
整
備
を
掲
げ
、
段

階
的
に
集
約
・
整
備
を
進
め
て
き
ま

ど
も
園
の
開
設
か
ら
す
で
に
７
年
が

経
過
し
、
さ
ら
に
10
年
先
の
こ
ど
も

園
設
置
と
な
る
と
、
同
じ
町
に
暮
ら

す
子
ど
も
た
ち
の
「
環
境
格
差
」
は

広
が
る
一
方
で
あ
り
、
学
校
再
編
に

併
せ
た
整
備
計
画
は
現
実
的
で
は
な

い
と
判
断
し
、
こ
ど
も
園
を
先
行
し

て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
か

ら
、
野
田
川
地
域
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
計
画
地
に
つ
い
て
の
町
の
方
針

を
公
表
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
野
田
川
地
域
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
計
画
（
案
）
を
も
と
に
、

３
園
の
保
護
者
や
未
来
の
利
用
者
、

各
区
長
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
議
会
な

ど
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
・
保
育
環
境
の
格

差
を
解
消
す
る
た
め
の
新
園
舎
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
説
明
を
繰
り
返
し
行
い
、

認
定
こ
ど
も
園
整
備
計
画
を
令
和
６

年
３
月
に
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

子育て
応援課

整
備
は
修
繕
・
改
修
な
ど
に
よ
る
長

寿
命
化
で
更
新
を
主
と
し
、
原
則
、

新
規
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
例
外
と

し
て
、
新
規
整
備
を
行
う
場
合
は
、

既
存
施
設
と
の
統
合
・
複
合
化
に
よ

り
施
設
総
量
を
抑
制
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
新
規
整

備
を
行
う
場
合
は
、「
与
謝
野
町
が

保
有
す
る
既
存
施
設
を
統
合
・
複
合

化
を
図
る
場
合
に
、
統
合
・
複
合
化

前
の
各
施
設
の
総
量
を
超
え
な
い
範

囲
で
、
既
存
施
設
の
土
地
に
隣
接
す

る
新
た
な
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
は

可
能
」
と
考
え
て
お
り
、
施
設
総
量

を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
も
矛
盾
は
生

じ
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

く
り
本
部
会
）
に
「
子
育
て
施
設
検

討
部
会
」
を
設
置
。
同
部
会
で
野
田

川
地
域
認
定
こ
ど
も
園
設
置
検
討
委

員
会
報
告
書
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
の
審
議
や
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
踏
ま
え
て
町
の
考
え
方
を
ま
と

め
、
改
め
て
委
員
会
に
町
の
考
え
方

を
示
し
了
承
を
得
て
お
り
ま
す
。

※ 

委
員
会
か
ら
の
第
一
次
答
申
と

町
の
考
え
方
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま

す▼ 

Q
＆ 

A

Q
／
な
ぜ
石
川
保
育
所
周
辺
を

Q
／
選
定
し
た
の
か
。

Ａ
／
３
園
舎
の
一
つ
を
活
用
し
た
認

定
こ
ど
も
園
の
設
置
は
、
用
地
確
保

や
交
通
事
情
、
災
害
な
ど
の
課
題
を

総
合
的
に
判
断
し
、「
石
川
保
育
所

周
辺
」
を
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た

も
の
で
す
。

Q
／
新
園
舎
建
設
に
必
要
な

Q
／
用
地
は
。

Ａ
／
与
謝
野
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
基
本
計
画
に
お
い
て
公
共

施
設
整
備
の
原
則
と
し
て
、「
施
設

と
り
わ
け
、
今
回
の
新
た
な
土
地
の

取
得
に
つ
い
て
は
、
野
田
川
地
域
の

「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
・
保
育
環
境

の
充
実
」
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
保
育
室
や
園
庭
、

駐
車
場
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
現
在
の
園
舎
の
土
地
と
合
わ
せ

て
約
９
０
０
０
㎡
の
敷
地
が
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
／
な
ぜ
３
園
必
要
な
の
か
。

Ａ
／
令
和
２
年
度
以
降
、
こ
れ
ま
で

１
０
０
人
を
超
え
て
い
た
出
生
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
新
園
舎

の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
令
和
９
年

度
は
、
80
～
85
人
の
出
生
数
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
の
町
立
こ
ど

も
園
・
保
育
所
の
園
児
数
は
５
４
７

人
（
令
和
６
年
３
月
末
見
込
み
）
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
９
年
度
時

点
で
は
、
４
３
０
～
４
５
０
人
の
園

児
数
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
野
田
川
地
域
に
つ
い
て

は
、
１
８
０
～
２
０
０
人
の
園
児
数

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
施
設
の
定
員・規
模
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
出
生
数
な
ど
か
ら
検
討
し
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え

▼ 

整
備
計
画
地

与
謝
野
町
立
石
川
保
育
所
お
よ
び
そ

の
周
辺
地

▼ 

選
定
の
経
過

　
令
和
５
年
３
月
29
日
、
与
謝
野
町

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委

員
会
（
川か
わ
か
つ勝

健た
け

志し

委
員
長
／
以
下
、

「
委
員
会
」）
か
ら
、
第
一
次
答
申
で

次
の
と
お
り
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
答
申
を
受
け
、
ま
ち
づ
く
り

及
び
行
政
改
革
推
進
本
部
（
ま
ち
づ

町ホームページ

石
川
保
育
所
で
の
保
護
者
向
け
の
説
明
会
の
様
子

（
10
月
20
日
開
催
）

つばきこども園の保育ルーム

● 

野
田
川
地
域
の
現
在
の
こ

ど
も
園
・
保
育
所
の
す
べ
て
の

園
舎
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
子

ど
も
た
ち
の
就
学
前
教
育
・
保

育
に
必
要
な
施
設
環
境
の
整
備

や
、
地
域
間
格
差
の
解
消
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

● 

保
護
者
の
働
き
方
の
変
化

な
ど
、
時
代
に
対
応
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
野
田

川
地
域
認
定
こ
ど
も
園
の
新
園

舎
整
備
は
急
務
で
あ
る
。
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上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
投

資
効
果
は
低
い
と
の
考
え
か
ら
、
地

域
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
入
所

で
き
る
安
心
・
安
全
で
、
適
正
規
模

で
の
新
園
舎
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
／
職
員
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
。

Ａ
／
執
務
時
間
内
に
事
務
が
で
き
る

時
間
を
増
や
す
こ
と
で
、
一
定
の
勤

務
改
善
が
望
め
る
こ
と
か
ら
、
早
期

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
で
質
の

高
い
保
育
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

も
、
保
育
教
諭
の
働
き
方
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
外

部
講
師
な
ど
に
よ
る
園
内
外
の
各
種

研
修
を
重
ね
、
教
育
・
保
育
の
質
の

向
上
に
も
努
め
ま
す
。

　
Q
／
整
備
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

Ａ
／
新
聞
で
は
、
約
14
億
円
と
の
報

道
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
施
設

規
模
、
工
法
、
補
助
金
の
活
用
な
ど

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
協
議
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
で
き

る
限
り
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
最

大
限
の
活
用
が
で
き
る
施
設
整
備
を

め
ざ
し
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
園
児
数
が
３
６
０
人

を
下
回
ら
な
い
限
り
、
か
え
で
こ
ど

も
園
と
つ
ば
き
こ
ど
も
園
の
２
園
に

集
約
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

３
園
は
必
ず
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
日
本
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口
で
も
、２
０
４
５（
令

和
27
）
年
ご
ろ
ま
で
は
、
３
園
が
必

要
な
園
児
数
（
見
込
み
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
野
田
川
地
域
の
３
園
を
新

園
舎
１
園
に
集
約
し
、
各
地
域
に

１
ヵ
所
、
町
内
に
３
園
の
こ
ど
も
園

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
保
護
者

の
利
便
性
の
確
保
の
面
に
お
い
て

も
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
／
な
ぜ
「
大
規
模
園
」
な
の
か
。

Ａ
／
現
在
の
野
田
川
地
域
の
３
園

の
定
員
は
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
が

１
５
０
人
、
山
田
保
育
所
お
よ
び
石

川
保
育
所
が
そ
れ
ぞ
れ
90
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
立
こ
ど
も
園
・
保
育

所
は
、
出
生
数
や
地
域
事
情
を
勘
案

し
、
施
設
な
ど
の
面
積
や
園
児
を
安

全
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
数
を

見
極
め
、
国
が
定
め
る
保
育
士
の
配

置
基
準
を
満
た
す
こ
と
で
、
定
員
を

変
更
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
野
田
川
地
域
の
こ
ど
も
園
・
保
育

所
の
耐
用
年
数
を
50
年
と
見
込
ん
で

お
り
、
山
田
保
育
所
は
令
和
10
年
度

に
、
ほ
か
の
２
施
設
に
つ
い
て
も
、

数
年
後
に
は
耐
用
年
数
を
迎
え
ま

す
。
今
後
も
現
施
設
を
使
用
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、屋
根
や
内
外
の
壁
、

空
調
設
備
、ト
イ
レ
、水
回
り
な
ど
、

一
定
規
模
の
改
修
と
更
新
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
改
修
を
実
施
す
る

場
合
は
、
１
園
ず
つ
計
画
的
に
行
う

こ
と
に
な
る
た
め
、
改
修
期
間
中
、

園
児
は
別
の
園
へ
の
移
動
が
必
要
と

な
り
、
環
境
変
化
に
伴
う
園
児
や
保

護
者
へ
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
改
修
費
用
に

つ
い
て
も
相
応
の
経
費
を
要
す
る
こ

と
や
、
め
ざ
す
機
能
に
グ
レ
ー
ド
を

【子育て支援医療費】高校生まで拡充をめざします

　与謝野町では、現在、中学生までの医療費は１医
療機関月 200 円の自己負担で、200 円を超える額
を京都府と町で補助しています。子育て環境を整え、

医療費の経済的負担を軽減するため、子育て支援医
療の助成を高校卒業年齢まで拡充する条例改正に向
けて調整を進めています。

通院
０歳～中学卒業 月額 200 円／１医療機関

高校相当年齢 ３割負担

入院
０歳～中学卒業 月額 200 円／１医療機関

高校相当年齢 ３割負担

０歳～中学卒業
月額 200 円／１医療機関

高校相当年齢

０歳～中学卒業
月額 200 円／１医療機関

高校相当年齢

● 令和６年３月 31 日まで ● 令和６年４月１日から

与謝野町公式
「友だち追加」でまちの情報が届く

９月に開設した「与謝野町公式 L
ラ イ ン

INE アカウント」。約 1,000 人の方に友だち
追加いただいています。今後も公式 LINE をとおして町政情報やイベントなど
の情報を発信していきますので、皆さんの「友だち追加」をお待ちしています。

LINELINE

与謝野町公式LINEアカウントの「友だち登録」は、次の２のステップで！

受信設定で「欲しい情報」を受け取れる

受信設定することで、欲しい情報だけを LINE で受け取ることが
できます。各リッチメニューにある「受信設定」から設定でき、「ご
み収集日」や「子育て情報」専用の受信設定もあります。
※ 緊急時の防災情報などは、受信設定にかかわらず配信する場
合があります

受信設定をタップ

Point
1

Point
2 ごみの分別方法が

調べられる
「メッセージ入力（①）」欄にごみ
の名称を入力すると、自動で分別
方法を応答します。

※ 登録していないごみ、キーワード
に合致しない場合は、分別方法の応答
ができません

①

Point
3 欲しい情報に応じた

３つのリッチメニュー
「基本設定／①」「子育て世代向け／②」「事
業者向け／③」の欲しい情報によって、メ
ニューデザインが３つに変わります。
① 「暮らし」「防災・危機管理」「広報 PR」
② 「暮らし」「子育て」「防災・危機管理」
③ 「暮らし」「事業者向け」「広報 PR」

リッチメニュー

お住いの地区を登録いただくと、収集日の前日
または当日に通知が届きます。

ごみ収集日のお知らせ

問い合わせ先 ／ 総務課  ☎ 43-9010

二次元コードで登録

右の二次元コードを
読 み 取 り、「 追 加 」
ボタンをタップして
登録。

アプリ内の検索で登録

LINE アプリ内で「与謝野町」と
検索し、「与謝野町役場」を選び、

「追加」ボタンをタップして登録。

55　　　　　　広報よさの DECEMBER 2023広報よさの DECEMBER 2023 44



コ
ン
ビ
ニ
交
付
、

始
め
ま
し
た
。

― 

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
か
ん
た
ん
に 

―

12 1㊎～

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
便
利
に
―
―
。

　
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
以
下
、「
カ
ー
ド
」）
を
利
用
し
て
「
住
民
票
の

写
し
」「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
に
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問　
住
民
税
務
課 

☎
４
３・９
０
２
０

午
前
６
時
半
～
午
後
11
時

※※
　

利
用
で
き
る
時
間

店
舗
営
業
時
間
内
の
み

12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日
お
よ
び

シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

【
住
民
票
の
写
し
】

３
０
０
円
／
一
通

【
印
鑑
登
録
証
明
書
】

３
０
０
円
／
一
通

※※
　

交
付
手
数
料

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
取
得
し
た
証
明
書

の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん

手
数
料
条
例
に
よ
り
免
除
と
な
る
場

合
で
も
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

で
証
明
書
を
取
得
し
た
場
合
に
は
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。
無
料
で
の
発

行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
役
場
窓
口

で
手
数
料
免
除
と
な
る
事
由
お
よ
び

使
用
目
的
な
ど
を
申
し
出
の
う
え
、

証
明
書
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
コ

コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
な
ど
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
全
国
の
店
舗

　

利
用
で
き
る
店
舗

　

利
用
で
き
る
方

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、
カ
ー
ド
に

「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
方

※※
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し
た
数
字
４

桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
暗
証
番
号
の
入

力
を
連
続
し
て
３
回
間
違
え
る
と
、

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
解
除
に

は
ご
本
人
が
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
う

え
、
役
場
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

取
得
で
き
な
い
証
明
書

●●●
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
以
外
の

住
民
票
の
写
し

住
所
な
ど
の
異
動
履
歴
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し（
改
製
原
住
民
票
）

転
出
者
お
よ
び
死
亡
者
の
住
民
票
の

除
票
の
写
し

　

注
意
事
項

●●●●●
役
場
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
請

求
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
印

鑑
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

15
歳
未
満
の
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
当
日
、
電

子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
の
当
日
、

他
の
市
区
町
村
で
作
成
し
た
カ
ー
ド

の
継
続
利
用
手
続
き
を
行
っ
た
当
日

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
翌
開
庁
日
以

降
に
利
用
で
き
ま
す
。

証
明
書
が
複
数
枚
に
な
る
場
合
、
ホ

チ
キ
ス
止
め
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

お
取
り
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
に
は
、
現
住
所
と
前

住
所
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

●●●●●●
転
出
者
（
転
出
予
定
者
を
含
む
）
が

含
ま
れ
る
世
帯
の
住
民
票
の
写
し

住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
住
民
票

の
写
し

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

交
付
制
限
の
申
し
出
を
し
て
い
る
方

の
住
民
票
の
写
し
、
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書

本
人
以
外
の
印
鑑
登
録
証
明
書

外
国
人
住
民
の
方
の
「
通
称
の
記
載

お
よ
び
削
除
に
関
す
る
事
項
」
を
記

載
し
た
住
民
票
の
写
し

マルチコピー機で証明書を取得する方法〔ローソン編〕

証明書の交付

証明書交付サービス

① マルチコピー機のタッチパネ
ルを操作します

② マイナンバーカードを
セットする

③ 「お住いの市区町村の証明書」
を選択する

⑦ 画面の案内に従って必要事項
を入力する

⑧ 必要な部数を入力する

⑨ 発行内容を確認して、手数料
を納付する

⑩ 証明書を領収書が印刷されま
すので、お取り忘れにご注意くだ
さい

⑤ マイナンバーカードを
取り外す

⑥ 必要な証明書を選択します

※ 取得可能な証明書のみ
表示されます

④ ４桁の暗証番号を入力する

※ ３回間違えるとロックします
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わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
は
、

「
目
が
見
え
に
く
い
」

「
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
」

「
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
体
が
動
き
づ
ら
い
」

「
相
手
の
話
す
言
葉
が
わ
か
り
づ
ら
い
」

「
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
相
手
に
う
ま
く
伝
え
ら

れ
な
い
」

な
ど
、社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
、何
ら
か
の
サ
ポ
ー

ト
を
必
要
と
す
る
方
た
ち
が
お
ら
れ
ま
す
。
周
り
の

方
が
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
の
特
徴
を
知
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
配
慮
や
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
力
を

発
揮
し
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

体
調
や
体
力
に
合
わ
せ
た
勤
務
時
間
に
す
る

机
の
高
さ
を
調
節
す
る
な
ど
、
作
業
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る

通
路
に
物
を
置
か
な
い
な
ど
、
安
全
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
す
る

分
か
り
や
す
く
短
い
言
葉
で
指
示
す
る

手
順
書
な
ど
、
見
て
理
解
で
き
る
も
の
を
用
意
す
る

紙
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
い
て
指
示
を
出
す

身
振
り
手
振
り
を
使
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
　
な
ど

●●●●●●● 例
え
ば
ど
ん
な
配
慮
が
あ
る
の
か
？

一人ひとりが
活躍できるまちに
― 誰もが働きやすい地域づくりをめざしています ―

特　

集

問　福祉課 ☎ 43-9021

【イエローリボン運動】
人々の意識を変え、まちを変え、
障害のある人もない人もともに
暮らし、すべての人が参加でき
る社会をみんなでつくっていく
取り組み。 写真／イラスト AC

　
働
く
こ
と
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
方
の
中
に
は
、
障
害
の
あ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
が
、
自
分
の
能

力
や
特
性
に
応
じ
て
働
け
る
「
障
害
者
雇

用
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者

雇
用
は
、
事
業
主
や
自
治
体
が
「
障
害
者

雇
用
枠
」
で
障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
す
る

制
度
で
す
。

　

障
害
者
雇
用
は
、
原
則
「
障
害
者
手

帳
」
を
所
持
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
障
害
者
手
帳
に
は
「
身
体
障
害
者

手
帳
」「
療
育
手
帳
」「
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
」
の
３
つ
が
あ
り
、
企
業
な
ど

は
、
障
害
者
雇
用
率
（
従
業
員
に
対
す
る

障
害
者
雇
用
の
割
合
）
に
相
当
す
る
人
数

以
上
の
障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化

　
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
、
障
害

者
差
別
解
消
法
が
平
成
25
年
６
月
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
障
害
が

あ
っ
て
も
ほ
か
の
方
と
同
じ
よ
う
に
生
活

し
た
り
働
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

方
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
無
理
の
な
い
範
囲

で
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
、
行
政
機

関
等
は
義
務
、
事
業
者
は
努
力
義
務
で
し

た
が
、令
和
３
年
の
同
法
の
改
正
に
よ
り
、

６
年
４
月
１
日
か
ら
は
事
業
者
も
合
理
的

配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
障
害
の
あ

る
人
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
へ
の
配
慮

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
、
一
人
ひ

と
り
異
な
り
ま
す
。ま
た
、必
要
な
サ
ポ
ー

ト
を
す
べ
て
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
と
企
業

と
で
相
談
を
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
無
理

の
な
い
範
囲
で
行
っ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
障
害
者
雇
用
」

障害者の就労状況（与謝野町の場合）

障害者手帳所持者

538 人（5.2％）

18 ～ 64 歳の人数

9,733 人
企業就労している人

172 人（32.0％）

福祉就労している人

97 人（18.0％）

障害者手帳所持者のうちの就労者の割合（令和５年８月末現在）

● 民間企業
　雇用障害者数、実雇用率ともに過去最高を更新。
　雇用障害者数は 61 万 3,958 人（対前年比 2.7％増）
● 公的機関
　国／雇用障害者数 9,703 人
　都道府県／雇用障害者数１万 409 人
　市町村／雇用障害者数 ３万 4,535.5 人

【令和４年障害者雇用状況】

出典　厚生労働省「令和４年障害者雇用状況の集計結果」より

当該事業所において雇用契約に基づく就労が可能と見込ま
れる障害のある方（A 型）および就労移行支援や就労経験
者、50 歳に達している障害のある方（B 型）が利用する
訓練。事業所でサポートを受けながら働くことをいう。

与謝野町役場では事務の補助や清掃などで活躍中です
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株式会社
加悦ファーマーズライス 勤務

大
お お た に

谷 勝
まさる

さん（40）

明石在住。趣味はドライブ。

―― 

こ
れ
か
ら
就
職
す
る
方
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
挑
戦
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
仕
事

も
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
。

―― 

働
い
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

　
こ
こ
で
働
き
始
め
て
10
年
近
く
経
ち
ま

し
た
が
、
そ
の
前
は
、
福
祉
事
業
所
で
就

労
訓
練
（
※
）
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
福

祉
事
業
所
の
利
用
中
に
実
習
を
さ
せ
て
も

ら
い
、
そ
の
後
入
社
し
ま
し
た
。
初
め
は

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

―― 

仕
事
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
。

　
わ
た
し
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、
丹
後

の
ば
ら
ず
し
の
「
そ
ぼ
ろ
作
り
」
で
す
。

作
っ
て
い
る
と
良
い
匂
い
が
し
ま
す
。
そ

ぼ
ろ
作
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な
工
程
が
あ
り

ま
す
が
、
工
程
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
良
い
状
態
に
作
れ
た
と

き
は
う
れ
し
い
で
す
。　

―― 

仕
事
を
続
け
る
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
。

　
仕
事
を
始
め
た
と
き
は
失
敗
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
失
敗
し
て
も
気
持
ち

を
切
り
替
え
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
失

敗
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
、
ま
た
失
敗
し

て
し
ま
う
の
で
、
考
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

―― 
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

　
お
店
に
行
っ
た
と
き
、
自
分
が
作
っ
た

商
品
が
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
仕
事
を

続
け
て
い
き
、
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
程

に
も
か
か
わ
っ
て
み
た
い
で
す
。

Special Interview

挑戦することが大切
就労訓練を受け、町内の企業に就職した大谷さん。仕事の
やりがいやこれからの目標などを伺いました。

―― 

大
谷
さ
ん
の
上
司
の
方
に
伺
い
ま

し
た
。

　
大
谷
さ
ん
は
、
と
て
も
良
い
返
事
を
し

て
く
れ
ま
す
し
、
ど
ん
な
こ
と
も
す
ぐ
に

報
告
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
良
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
会
社
に
は
、
大
谷
さ
ん
の
ほ
か
に
も
障

害
者
雇
用
の
方
が
い
ま
す
が
、
障
害
が
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な
配
慮
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
谷
さ

ん
は
初
め
か
ら
そ
ぼ
ろ
作
り
が
上
手
で
し

た
。
今
で
は
、
一
人
で
作
業
を
進
め
て
く

れ
て
お
り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で

き
る
こ
と
が
本
人
に
合
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
特
別
な
配
慮
は
し
て
い
ま
せ
ん
が

「
仕
事
内
容
が
そ
の
人
に
合
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
う
は
い
っ
て
も
時
々
「
ち
ょ
っ
と
言

い
過
ぎ
た
か
な
」「
そ
の
人
の
負
担
に
な
っ

や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
ほ
し
い

※ 企業などへの雇用または在宅就労が見込まれる障害者（65 歳未満）に対し、就労に必要な訓練。サービス提供期間は２年以内。

て
い
な
い
か
な
」
な
ど
と
対
応
に
迷
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

し
な
が
ら
、会
社
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、

障
害
者
就
業
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
会
社
で
は
採
用
の
際
に
、
障
害
者
雇
用

の
募
集
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
障

害
の
有
無
で
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
任
さ
れ
た
仕
事
を
し
っ
か
り
し
て
く

れ
る
方
な
ら
誰
で
も
大
丈
夫
で
す
。
一
番

大
事
な
の
は
「
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
」
で
す
。
そ
し

て
、
仕
事
を
長
く
続
け
て
も
ら
っ
て
熟
練

者
に
な
っ
て
く
れ
る
と
よ
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　平成 11 年７月、冷凍による米
の高付加価値化商品を開発し、産
業化を図るため整備された「冷凍
米飯加工施設」の管理運営を主な
目的として、旧加悦町の第三セク
ターとして設立された会社。
　100％与謝野町産米を使用した

「丹後のばらずし」「焼き鯖寿司」
などの自社ブランド商品を製造。
近畿圏内の高速道路のサービスエ
リアや百貨店、自社店舗などをつ
うじて、全国に「与謝野町のおい
しい」を届けている。

株式会社
加悦ファーマーズライス

　
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
や
企
業

の
方
は
、
ど
ち
ら
も
ど
う
し
た
ら

良
い
か
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
方
々

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
与
謝
野

町
に
は「
職
場
実
習
奨
励
金
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
職
場
実
習
を
と
お

し
て
実
際
に
一
緒
に
働
い
て
み
る

こ
と
で
、
お
互
い
に
不
安
が
軽
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
同
制
度
は
、
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
で
、
障
害
者
福
祉
施
設
な
ど

の
職
員
に
実
習
中
の
サ
ポ
ー
ト
に

入
っ
て
も
ら
え
る
方
が
対
象
で

す
。
対
象
の
方
が
実
習
を
す
る
場

合
、
実
習
受
入
事
業
所
と
障
害
者

福
祉
施
設
に
実
習
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。
お
気
軽
に
役
場
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
働
き
た
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ま
ず
は
一
緒
に

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

写真上・下／株式会社ファーマーズライス
ホームページから引用

　
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
相
談
機

関
と
し
て
、
障
害
者
・
就
業
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
が
京
都
府
内
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー

は
「
就
職
し
た
い
」「
就
職
し
た

け
ど
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
と

考
え
て
お
ら
れ
る
障
害
の
あ
る
方

や
、「
障
害
者
雇
用
の
こ
と
で
相

談
が
し
た
い
」
と
考
え
て
お
ら
れ

る
企
業
の
方
の
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
場
所
で
す
。専
門
相
談
員
が
、

障
害
の
あ
る
方
が
働
き
や
す
く
な

る
た
め
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。

問　
障
害
者
・
就
業
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
こ
ま
ち
（
京
丹
後
市
大
宮

町
周
枳
１
の
１

☎
０
７
７
２・６
８・０
０
０
５
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　古墳公園で開催されたビッグこふんマ
ルシェ。このイベントは、毎月第４土曜

日に実施している「こふんマルシェ」を始めてか
ら１周年を記念し、開催されたものです。
　当日は早朝に雨が降り開催が危ぶまれました
が、イベントが始まるころにはさわやかな秋晴れ
となり、家族連れなど約 600 人の来場者でにぎ
わいました。歌やダンス、タカやフクロウとのふ
れあい体験、スタンプラリー、各種ワークショッ
プ、ハンドメイド物販、飲食など多くのブースが
出店。また、ハロウィンに合わせて仮装する子ど
もたちも見られ、参加者たちは楽しいひとときを
過ごしていました。

● ビックこふんマルシェ

キッチンカーなど多くの出店でにぎわう古墳公園

１周年の感謝をこめて

　今年は、旧加悦鉄道などで活躍した
123 号蒸気機関車（加悦鉄道２号機関車）

が製造されて 150 年の節目の年。旧加悦鉄道加
悦駅舎では、「Happy 150th Birthday －祝 123
号鉄道院蒸気機関車（加悦鉄道２号機関車）生誕
150 年－」が開催されています。
　本イベントは、同駅舎を管理運営する特定非営
利活動法人加悦鐡道保存会が企画。２号機関車の
年表や写真、当時の汽笛音を再現するなど、来館
者に魅力を伝えていました。来館者らは、同会の
会員の説明にうなずきながら貴重な資料に目をと
おしていました。
　なお、このイベントは 12 月 24 日（日）まで
の土日（午前９時～午後５時／入館無料）に開催
中です。ぜひ、ご来館ください。

● Happy 150th Birthday

来館者に説明する会員（右）

加悦谷の発展を支えた２号機関車

10
11

28
10

　毎年秋の恒例イベント「与謝・滝・金
屋 命の里 秋の大感謝祭」が道の駅シル

クのまちかや周辺などで開催され、多くの来場者

● 与謝・滝・金屋 命の里 秋の大感謝祭

オープニングの千本づきの様子

地域の恵みに感謝

12
11

でにぎわいました。
　道の駅周辺ではオープニングの千本づき（もち
つき）に始まり、銭太鼓や宮津天橋高校加悦谷学
舎合唱部によるアカペラの披露、りんご皮むき競
争などが行われました。また、地元の食を楽しめ
るコーナーとして、販売やバザーコーナー、キッ
チンカーなどが多く出店し、来場者からは「与謝
野町の秋を感じられる良いイベント」「この地域
の恵みに感謝したい」などの声が聞かれました。
　さらに、大江山運動公園体育館では、キッズダ
ンスの発表やよ
さの着物大使選
考会が行われ、
初代よさの着物
大使に岩

いわ
間
ま

啓
けい

子
こ

さんが選ばれま
した。

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
様
子

まちの 話題話題 お届けします

　丹後織物工業組合特設会場において、
第 74 回丹後織物求評会が開催され、組

合員機業 22 業者から出品された 126 点もの作
品を「表地部門」「裏地部門」「小物部門」「先染
部門「テキスタイル部門」の 5 部門に分けて審
査が行われました。
　与謝野町からは、小物部門から前満織物（岩滝）
が製作した「モール縫取り 水玉」が中小企業庁
長官賞、表地部門から株式会社ワタマサ（岩屋）
が製作した「染帯 十字華紋」、テキスタイル部門
から安田織物株式会社（後野）が製作した「THE 
KYOTO MEISTER COLLECTION" 禅 "」が経
済産業省製造産業局長賞を受賞しました。
　このほかに小物部門から株式会社ワタマサが製
作した「帯揚 チャーチアート」「帯揚 菱 Coffee」
の２点が京都府知事賞、裏地部門からは柴田織物

（三河内）が製作した「洗える SHIDORI 襦袢 カー
ネーション」が京都織物卸商業組合理事長賞、さ

● 第 74 回丹後織物求評会

キラリと光る職人の技

18
10

らに小物部門から株式会社糸利（岩滝）が製作し
た「紋半襟 縫い取り 梅重ね」が日本絹人繊織物
工業組合連合会理事長賞を受賞されました。
　また、投票（リアル・ＷＥＢ）により、あなた
好み特別賞として P

パ ラ ノ マ ド

ARANOMAD（岩滝）が製
作した「NOMADIC TEXTILE 003」、伊達男・
きもの賞として江原産業株式会社（算所）が製作
した「幾何学プレート」の２社２作品が特別賞を
受賞されました。受賞されました皆さん、まこと
におめでとうございます。

職人技で織られた展示作品に目を向ける来場者

　京都女子大学発達教育心理学科の岩
いわはら

原
昭
あきひこ

彦教授を講師に迎え、よさのみらい大
学リベラルアーツ心理学講座「認知症予防の心理
学－幸福な老いを目指して－」を岩滝保健セン
ターで開催しました。
　岩原先生は、認知症の早期発見・早期介入の重
要性から、脳血管症認知症やアルツハイマー病の
予防には、豊かな人間関係（社会参加・地域活動）

が良いとされる研究について説明。また、『日記
をつける、手紙を書く、本を読む、歌を歌う、映
画を見る、サークルに参加など、さまざまなかた
ちで人生を楽しんでいきましょう。誰もが迎える

「老い」にネガティブな感情を持たず、楽しんで
挑戦してください』と参加者全員にエールを送ら
れました。
　超高齢化社会が進む日本において、老いや認知
症は、避けてとおることができない問題となって
います。その解決策のヒントをさまざまな角度か
ら提言をいただき、参加者からも「これからの人
生の参考になった。高齢者の方々の話をもっと
ゆっくり聞いてあげたいという思いになった」「そ
ろそろ辞めようと思っていた社会活動を続けた
い」といった感想が聞かれました。30

9

講師の岩原先生の話を聞く受講者たち

講座の開講レポートの詳細
は、町ホームページに掲載
していますので、ぜひご覧
ください。
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中高生アスリート、
全国・世界へ！
　宮津天橋高校加悦谷学舎の長島和奏さん（３
年／ウエイトリフティング部）が、10 月６日
に中華人民共和国で開催された「第 19 回アジ
ア競技大会」に出場。また、12月上旬にはカター
ルで開催される「2023IWF グランプリⅡ」に
出場予定で、パリオリンピックをめざす長島さ
んにとって重要な大会となります。
　同学舎の下村愛里さん（３年／ウエイトリフ
ティング部）は、11 月 22、23 日に佐賀県で
開催される「レディースカップ第 15 回全日本
女子選抜ウエイトリフティング大会」に出場予
定で優勝をめざします。
　同校宮津学舎の堀大志さん（１年）は、10
月20～22日に愛媛県で開催された「JOCジュ
ニアオリンピックカップ第 54 回 U16 陸上競
技大会」の男子三段跳に出場しました。
　橋立中学校の日下部惺さん（１年）は、６月
に南丹市で開催された「2023 ジュニア全日本
自転車競技選手権大会ロードバイク男子Ｕ 15

（51. ５㎞）」に出場しました。

長
な が し ま

島 和
わ

奏
か な

さん（江陽中出身）

● 第 19 回アジア競技大会
● ウエイトリフティング競技女子 87 ㎏級 トータル７位
● 2023IWF グランプリⅡ 女子 81 ㎏級 ※ 出場予定

女 子 81 ㎏級の日本記録（トータル、クリーン
＆ジャーク）を保持する長島さん。10 月に開

催されたアジア競技大会では連戦が続く中、思うよ
うに記録が伸びず、大会後、一から体づくりに励ん
できました。12 月に開催される 2023IWF グラン
プリⅡは、2024 年のパリオリンピック出場をめざ
すうえで重要な大会となり、「これまでの成果を発
揮し、一歩でもオリンピック選考に近づけるよう頑
張りたい」と力強く意気込みを話してくれました。

下
し も む ら

村 愛
あ い

里
り

さん（加悦中出身）

● レディースカップ第 15 回全日本女子選抜ウエイト
● リフティング大会　女子 71 ㎏級（高校の部） ※ 出場予定

中 学校から本格的に競技を始めた下村さん。今
年のインターハイでは、惜しくも３連覇を逃

すも見事 2 位という結果を残しました。11 月末に
出場するレディースカップに向けて「ライバルがい
るが、トータル・スナッチ・クリーン＆ジャークと
もに優勝をめざします」と抱負を話しくれました。

長島 和奏さん 下村 愛里さん

堀 大志さん日下部 惺さん

堀
ほ り

 大
た い

志
し

さん（江陽中出身）

● JOC ジュニアオリンピックカップ
● 第 54 回 U16 陸上競技大会 男子三段跳び　出場

陸 上との出会いは、地域の方が実施している陸
上教室。中学校から本格的に競技を始め、迎

えた初の全国大会は全国の強豪がひしめくジュニア
オリンピック。大会を振り返り「満足できる結果で
はなかったが、全国で経験したことを今後の陸上生
活にいかしていきたい」と話しくれました。

日
く さ

下
か べ

部 惺
せ い

さん

● 2023 ジュニア全日本自転車競技選手権大会
● ロードバイク男子Ｕ 15（51. ５㎞）　出場

「何 よりスピード感が好き」と目を輝かせなが
らロードバイクの魅力を話す日下部さん。

中学校ではバスケットボール部に所属しながら、自
宅で筋トレとアプリケーションのサイクルトレーニ
ングプログラムをこなす日々を送っています。今後
は「来年の全日本では良い成績を残したい。将来は
ヨーロッパで活躍できる選手になることが夢です」
と力強く目標を話してくれました。

　
「
で
き
れ
ば
都
会
で
働
き
続
け
た

か
っ
た
―
―
」。

当
時
の
心
境
を
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

有
限
会
社
梅
徳
機
業
場
（
岩
滝
）
５
代

目
の
梅
田
幸
輔
さ
ん
。

　
７
年
前
、
32
歳
の
と
き
に
与
謝
野
町

に
Ｕ
タ
ー
ン
で
戻
り
、
大
正
時
代
か
ら

続
く
家
業
の
織
物
業
を
継
い
だ
。
丹
後

ち
り
め
ん
が
衰
退
産
業
と
さ
さ
や
か
れ

る
中
、
厳
し
い
現
状
を
目
の
当
た
り
し

た
。
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
約

１
０
０
０
万
反
に
迫
る
生
産
数
を
誇
っ

て
い
た
丹
後
ち
り
め
ん
は
、
約
20
万
反

に
ま
で
生
産
数
を
落
と
し
て
い
た
現
状

に
が
く
然
と
し
た
。

「
な
ん
で
帰
っ
て
来
た
ん
だ
ろ
う・・・」。

自
問
自
答
す
る
日
々
が
続
い
た
。
孤
独

を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
中
、

支
え
に
な
っ
た
の
は
与
謝
野
町
商
工
会

青
年
部
に
所
属
し
て
い
る
同
業
の
同
世

代
メ
ン
バ
ー
の
存
在
だ
っ
た
。
同
じ
境

遇
の
中
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
仕
事
に
ほ

こ
り
を
持
ち
、
ひ
た
す
ら
に
頑
張
る
メ

ン
バ
ー
の
姿
に
「
勇
気
づ
け
ら
れ
、
元

気
づ
け
ら
れ
た
。
も
う
一
回
こ
の
環
境

で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
梅
田
さ
ん
。

　

ま
た
、
与
謝
野
町
の
事
業
で
か
か

わ
っ
た
「
ひ
ら
く
織
」
も
、
織
物
に
向

き
合
う
き
っ
か
け
に
。
同
業
の
同
世
代

メ
ン
バ
ー
と
全
国
の
織
物
産
地
に
お
も

む
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
知
識
を
得

た
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
て
ぬ
ぐ

い
」の
開
発
に
も
取
り
組
み
、メ
ン
バ
ー

の
技
術
を
結
集
し
販
売
に
ま
で
こ
ぎ
つ

け
た
。
実
際
に
店
舗
に
お
も
む
き
、
消

費
者
に
直
接
紹
介
す
る
こ
と
で
多
く
の

気
づ
き
が
得
ら
れ
、
自
社
の
新
商
品
開

発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
40
歳
を
迎
え
、
与
謝
野
町
商
工
会
青

年
部
長
で
整
経
所
を
営
む
今い
ま

井い

信し
ん
い
ち一

さ

ん
か
ら
「
青
年
部
の
主
張
発
表
大
会
に

出
場
し
て
ほ
し
い
」と
依
頼
を
受
け
た
。

と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
が
、
織
物
へ
の
思

い
を
伝
え
よ
う
と
腹
を
決
め
た
。

　
京
都
府
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
９
月
14

同
世
代
メ
ン
バ
ー
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
に

勇
気
づ
け
ら
れ
、
今
の
僕
が
あ
る
。

日
、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
「
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大

会
」
に
出
場
。「
地
場
産
業
へ
の
思
い
」

と
題
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
時
の
葛か
っ
と
う藤
や
支

え
合
い
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
メ

ン
バ
ー
へ
の
思
い
を
詰
め
込
ん
だ
。

　
結
果
は
、
７
人
中
２
番
目
と
な
る
優

秀
賞
を
獲
得
。「
文
章
を
考
え
た
り
練

習
な
ど
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
こ
ん
な
自
分
の
発
表
で
も
評

価
さ
れ
て
自
信
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
丹
後
ち
り
め
ん
の
発
展
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
て
い

き
た
い
」。

　
や
る
か
ら
に
は
丹
後
で
一
番
の
機
屋

を
め
ざ
す
。梅
田
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

● うめだ こうすけ　1983 年生まれ　岩滝在住
大正時代から続く有限会社梅徳機業場の５代目。帯揚げを中心とした
和装小物の白生地の製造・販売を行う。

僕
の
使
命
は
、
丹
後
ち

り
め
ん
の
衰
退
を
心
配

す
る
こ
と
で
は
な
く
、

感
動
し
て
も
ら
う
商
品

を
作
る
こ
と
。

織り上がっていく生地を見つめる梅田さん

梅
田 

幸
輔
さ
ん

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張
大
会

優
秀
賞
　
※ 

京
都
府
代
表

人よさの
Vol.59
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本
の
検
索
や
予
約
は
館
内
に
あ
る
端
末

の
ほ
か
、
自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
も
で
き
ま
す
。

貸
出
中
の
場
合
に
は
予
約
が
で
き
、
希

望
す
る
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

※ 

予
約
は
来
館
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
予
約
に
は
利
用
者
カ
ー
ド
の
ほ

か
に
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
発
行
す

る
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す

本
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
京
都

府
立
図
書
館
な
ど
か
ら
借
用
し
た
り
な

ど
、
可
能
な
限
り
お
探
し
し
ま
す
。

お
一
人
10
冊
２
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

貸
し
出
し
に
は
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
作
成
に
は
、
お
名
前
と
お
住
い

が
確
認
で
き
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

３
館
の
ど
こ
で
も
本
を
返
し
た
り
、
希

望
す
る
館
へ
の
取
り
寄
せ
も
で
き
ま

す
。

図
書
館
が
閉
館
し
て
い
る
と
き
は
、
返

却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【拡大版】図書館へ行こう！

図書館をもっと身近なものに
与謝野町立図書館の蔵書数は、小説や実用書、絵本などの子どもの本、雑誌や DVD などを含
めて約 13 万 7,000 点（10 月末現在）あります。これから寒くなるにつれておうち時間が長く
なります。図書館をもっと便利に使ってみませんか？

本
を

借
り
る
・
返
す

1
●●●●

　
京
都
府
北
部
の
７
市
町
の
図
書
館
が
使

え
ま
す
。
利
用
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
で
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
各
市
町
の
図
書
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
京
都
府
立
図
書
館
の
蔵
書
も

事
前
申
し
込
み
を
す
れ
ば
、
家
に
い
な
が

ら
与
謝
野
町
立
図
書
館
に
取
り
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
電
子
書
籍
を
読
む
こ

と
も
可
能
で
す
。

ほ
か
の
地
域
の

図
書
館
も

使
え
ま
す

2

本
を
探
す

（
取
り
寄
せ
・

リ
ク
エ
ス
ト
）

3
●●●

子どもたちに人気の本や絵本がそろっています

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

新
聞
（
本
館
の
み
）
や
雑
誌
も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

本
館
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
が
鑑
賞
で

き
ま
す
。

図
書
館
の
本
は
、
著
作
権
の
範
囲
で
コ

ピ
ー
が
で
き
ま
す
（
有
料
）。

フ
リ
ー
ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
利
用
し
て
、
ご

自
身
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

館
内
で

で
き
る
こ
と

4
●●●●

図
書
館
の

取
り
組
み

5
　
季
節
や
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
本
を
展
示

し
て
い
ま
す
（
貸
し
出
し
も
可
能
）。
ほ

か
に
も
与
謝
野
町
に
ま
つ
わ
る
本
を
集
め

た
「
よ
さ
の
コ
ー
ナ
ー
」
や
シ
ニ
ア
向
け

の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
本
と
の

出
会
い
を
応
援

　
定
期
的
な「
お
は
な
し
会
」を
は
じ
め
、

乳
児
へ
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
読
み
聞

か
せ
を
行
う
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

や
小
学
校
で
の
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」、
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
絵
本
作
家
講
演

会
」
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
読
書
活
動
の
推
進

① 本館と加悦分室には、集中して読書や学習が
できる机があります（写真は本館）
② ソファーに座り新聞や雑誌が読めます（本館）
③ 絵本作家きむらゆういち氏をお招きし、開催
③ した講演会（令和５年２月）

今月のおすすめ

年末に欠かせないのが大年末に欠かせないのが大
掃除。でも、この絵本の掃除。でも、この絵本の

「かたづけ」ではひっく「かたづけ」ではひっく
り返った靴が洞窟に、ちり返った靴が洞窟に、ち
らかった鉛筆はロケットらかった鉛筆はロケット
にと、不思議な世界に大にと、不思議な世界に大
変身する楽しい写真絵本変身する楽しい写真絵本
です。です。

『あーっとかたづけ』 　　　　 田中達也 ／福音館書店

次回のおはなし会

【クリスマスおはなし会】
日時　12 月 16 日（土）
日時　午前 10 時半～
会場　知遊館
※ 毎月、本館は第１土
曜日、加悦分室は第２土
曜日、野田川分室は第４
土曜に実施しています

図書館
ホームページ

▶▶▶

図書館本館

①

②

③

野田川分室

加悦分室
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職場体験記

橋立中学校

10 月 12 日・13 日、職場体験として総務課秘書広報係に来てくれた橋立中学校２年生の齊藤依咲さんと尾関雅
維さんの２人。職場体験の一環として、齊藤さんは「かえでこども園で体験していた２人の生徒」を、尾関さん
は関心のある「まちの人口」について企画財政課の職員にそれぞれインタビューした内容を記事にしていただき
ました。

● 橋立中学校職場体験

役場は「役に立つ場所」。

問　総務課 ☎ 43-9010 齊藤さん

を
支
え
る
」
こ
の
３
点
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
わ
た
し
が
担

当
し
て
い
る
事
業
の
一
つ
に
、
人

材
育
成
を
め
ざ
し
た
「
よ
さ
の
み

ら
い
大
学
」
が
あ
り
ま
す
。
人
口

は
減
っ
て
い
る
け
ど
、
今
い
る
人

た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
画
財
政
課
で
は
人
口

を
減
ら
さ
な
い
取
り
組
み
と
し

て
「
移
住
定
住
」
の
政
策
も
や
っ

て
い
ま
す
。
町
内
に
は
空
き
家
が

増
え
て
お
り
、「
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
特
に

子
育
て
世
代
に
は
補
助
金
を
交
付

す
る
な
ど
、
移
住
定
住
を
推
進

―― 

全
国
で
少
子
高
齢
化
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
与
謝
野

町
の
現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
与
謝
野
町
で
も
全
国
と
同
じ
よ

う
に
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
の
合
併
時
の
人
口
は
約

２
万
６
０
０
０
人
で
し
た
が
、
今

は
２
万
人
を
切
っ
て
い
ま
す
。
出

生
や
死
亡
の
「
自
然
現
象
」
と
言

わ
れ
る
要
因
と
、
高
校
卒
業
後
ま

ち
を
離
れ
て
進
学
し
た
り
働
い
た

り
す
る
「
社
会
的
要
因
」
の
２
つ

が
重
な
っ
て
人
口
が
減
っ
て
い
ま

す
。
都
市
部
に
出
た
人
た
ち
が

戻
っ
て
く
る
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー

ン
の
人
た
ち
が
増
え
て
く
る
と
、

人
口
の
減
り
が
緩
や
か
に
な
っ
て

き
ま
す
。

―― 

与
謝
野
町
で
は
ど
ん
な
対

策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

人
口
減
少
の
対
策
は
、「
人
口

を
減
ら
さ
な
い
」「
外
か
ら
呼
び

込
ん
で
く
る
」「
人
は
減
っ
て
い

る
け
ど
、
今
い
る
人
で
今
の
ま
ち

尾関さん

―― 

保
育
士
を
体
験
し
よ
う
と

思
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
子
ど
も
が
好
き
な
の
で
、将
来
、

保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
実
際
に
体
験
を
し
て
子
ど

も
た
ち
へ
の
接
し
方
や
、
子
ど
も

が
成
長
で
き
る
教
育
の
仕
方
を
学

び
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

―― 

こ
ど
も
園
で
は
ど
ん
な
体

験
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
先
生
の
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り

方
や
接
し
方
を
学
ん
だ
り
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
外
で
元
気
よ
く

遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、体
験
で
は
、

マ
イ
ナ
ス
な
発
言
を
し
な
い
こ
と

や
周
り
を
見
て
動
く
こ
と
を
気
を

付
け
て
い
ま
す
。

―― 

こ
の
２
日
間
で
ど
ん
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
か
。

　
先
生
方
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
力
で
成
長
で
き
る
よ
う
に
指

摘
や
指
導
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
に
笑
顔
で
い
る
こ
と
や

大
き
な
声
で
ハ
キ
ハ
キ
し
ゃ
べ
る

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
の
を
学

び
ま
し
た
。

―― 

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
名
前
を

呼
ん
で
く
れ
た
り
、「
遊
ぼ
う
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
と
き
で

す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ

れ
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

―― 

こ
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に

い
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　
も
し
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
笑
顔
で
い
た
り
自

分
の
力
で
成
長
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

常
に
笑
顔
を
大
切
に

地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を

外で元気よく遊ぶ子どもたち（撮影者／齊藤さん）

　インタビューに答えてくれる２人の様子
から、子どもが好きな気持ちや優しい性格
がいきいきと伝わってきました。ぜひ保育
士になれるようにこれからも頑張ってほし
いです。
　２日間、広報の取材や作成、FM 告知放
送の吹き込み、Instagram 用の写真撮影
や投稿などを体験しました。役場は、住民
の皆さんの意見に寄り添ったまちをつくっ
ていくことや広報などで大切な情報を届け
るなど、さまざまな面で住民の皆さんの役
に立つ場所であると実感しました。

かえでこども園で職場体験していた２人の生徒にインタ
ビューする齊藤さん（右）。緊張しながらも、あらかじめ
自分で考えた質問を頑張って聞いている様子が印象的でし
た。また、「自分の好きな場所を Instagram で発信」では、
週末に軟式野球で使っている男山八幡公園グラウンドを撮
影し、発信してくれました。

この記事は、わたしが書きました！

齊
さいとう

藤 依
い

咲
さき

（橋立中２年）し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
や
農
業
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
も
与

謝
野
町
を
知
っ
て
も

ら
っ
た
り
来
訪
し
て

も
ら
う
機
会
と
な
り
、

人
口
減
少
に
対
す
る

政
策
に
な
り
ま
す
。

―― 

こ
れ
か
ら
の
人

口
の
目
標
は
あ
り
ま

す
か
。

　

国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
、
２
０
４
５

年
ま
で
の
将
来
推
計
人
口
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
与
謝
野
町
の
推
計

人
口
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

が
、
そ
の
減
少
幅
を
少
し
で
も
緩

や
か
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

―― 

町
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

わ
た
し
が
い
る
地
域
協
働
係

は
、
地
域
と
行
政
が
一
緒
に
対
話

を
し
な
が
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
今
後

の
ま
ち
づ
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
の
で
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

企画財政課の職員にインタビューする尾関さん
（右）。少し難しい話にも耳を傾け、しっかりと
記事にまとめてくれました。２日間をとおして

「楽しかったです」と笑顔で振り返ってくれま
した。

　人口減少を抑えるためには行政だけが頑張るのではなく、行政と
地域が一体となってまちづくりを進める、また地域の方が自分のま
ちを好きになり、まちの魅力を発信することが大切だと思いました。
　役場では広報紙やホームページ、Youtube、Instagram、LINE
などでまちの情報発信を行なっています。この記事を読んで少しで
も興味を持っていただけるとうれしいです。

この記事は、

わたしが書きました！

尾
お

関
ぜき

 将
まさつぐ

維（橋立中２年）
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謝
野
鉄て

っ
か
ん幹

の
父
親
で
あ

る
幕
末
期
の
僧
侶
歌

人
・
与
謝
野
礼
厳
（
１
８
２
３
～

１
８
９
８
）
が
文
政
６
年
に
与
謝

野
町
に
生
ま
れ
て
か
ら
、
今
年
で

２
０
０
年
と
な
り
ま
す
。

　
温
江
の
農
家
・
細
見
家
に
生
ま

れ
た
礼
厳
は
、
加
悦
の
浄
福
寺
で

修
行
し
京
都
西
本
願
寺
の
掛
所
・

願
成
寺
に
入
り
ま
す
。
幕
末
の
動

乱
期
、
礼
厳
は
本
願
寺
の
御
用
僧

と
し
て
北
陸
地
方
の
勤
王
活
動
に

従
事
し
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
に

は
社
会
公
益
事
業
に
奔ほ
ん

走
し
、
療

病
院
や
鉱
泉
場
の
開
設
に
尽
力
す

る
な
ど
、
民
衆
の
健
康
維
持
に
心

を
砕
き
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
に
今
も
残
る
直
筆
の

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。「
詠え
い
茶ち
ゃ
哥か

」

と
題
さ
れ
た
こ
の
扁
額
は
、
長
歌

の
形
式
で
喫
茶
の
効
能
を
軽
妙
に

説
い
て
い
ま
す
。
人
は
お
酒
に

よ
っ
て
「
身
を
破
り
家
を
ほ
ろ
ぼ

す
」
と
す
る
一
方
で
、
お
茶
を
朝

に
夕
に
た
し
な
む
こ
と
で
「
書
を

読
む
た
す
け
」
と
な
り
、
さ
ら
に

「
も
の
ご
と
に
お
ご
り
を
は
ぶ
く
」

な
ど
、
お
酒
の
害
と
お
茶
の
徳
を

民
衆
に
わ
か
り
や
す
く
比
較
し
て

見
せ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
作
品

時の贈り物［第 129 回　生誕 200 年　与謝野礼
れいごん

厳の扁
へんがく

額 ]	

与

で
す
。

　
末
尾
は
次
の
よ
う
な
和
歌
で
し

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宇う

じ道
山や

ま
の 
木
の
芽
は
た
し
め 

あ

さ
宵
に 

心
き
よ
ま
り 

こ
こ
ろ
ゆ

た
け
し

● 

宇
道
山
の
木
の
芽

● 

＝
お
茶
の
こ
と

● 

た
し
め
＝
嗜
め

 

こ
の
扁
額
は
現
在
、
江
山
文
庫

で
展
示
中
で
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

A LT リレーコラム 	［第 135 回　南アフリカの誇り、デザートブーツ　by ヴィクサー・ダーク・ジェイコブス］

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
加
悦

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ダ
ー
ク
で

す
。

　
日
曜
日
の
朝
、
ガ
チ
ャ
ン
、
ガ
チ
ャ

ン
と
隣
家
の
大
き
く
力
強
い
丹
後
ち
り

め
ん
を
織
り
上
げ
る
織
機
の
動
く
音

で
、
私
は
目
を
覚
ま
し
ま
す
。
規
則
正

し
く
正
確
に
刻
ま
れ
る
織
機
の
音
は
、

と
て
も
情
緒
的
な
も
の
で
あ
り
、
時
に

は
私
自
身
が
織
機
を
動
か
し
て
い
る
よ

う
な
錯
覚
さ
え
起
こ
し
ま
す
。
丹
後
ち

り
め
ん
と
与
謝
野
町
の
発
展
は
深
く
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ち
り
め

ん
街
道
で
は
、
そ
の
誇
ら
し
く
す
ば
ら

し
い
丹
後
ち
り
め
ん
発
展
の
道
筋
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
の
母
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
に

は
、
残
念
な
こ
と
に
丹
後
ち
り
め
ん
の

よ
う
な
華
や
か
な
歴
史
に
匹
敵
す
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち

に
は
「V

eldskoen

」
と
い
う
愛
す

べ
き
革
靴
が
あ
り
ま
す
。

　
「V

eldskoen

」
は
砂
漠
で
の
歩
行

に
適
し
た
天
然
ゴ
ム
底
の
足
首
丈
の
靴

の
こ
と
で
す
。
そ
の
昔
、
南
ア
フ
リ
カ

に
オ
ラ
ン
ダ
の
入
植
者
た
ち
が
訪
れ
た

際
に
、
従
来
の
レ
ザ
ー
ソ
ー
ル
の
靴
で

は
砂
漠
で
の
歩
行
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
新
た
に
作
ら
れ
た
の
が
そ
の
起
源

と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
靴
は
第

二
次
世
界
大
戦
の
ア
フ
リ
カ
戦
線
で
戦

う
兵
士
の
強
い
味
方
と
な
り
、
最
近
で

は
お
し
ゃ
れ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ

ム
と
し
て
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
で
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
デ
ザ
ー
ト

ブ
ー
ツ
〔
デ
ザ
ー
ト
＝desert

（
砂

漠
）〕
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
ー
ト
ブ
ー
ツ
で
す

が
、
南
ア
フ
リ
カ
に
は
１
８
３
４
年
か

ら
こ
の
靴
を
作
り
続
け
て
い
る
工
場
が

「W
upperthal

」
と
い
う
町
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
町
こ
そ
誇
る
べ
き
デ
ザ
ー

ト
ブ
ー
ツ
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
同

じ
こ
と
が
丹
後
ち
り
め
ん
の
元
祖
で
あ

る
与
謝
野
町
に
も
言
え
る
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
日
本
の
誇
る
着
物
素
材
で

あ
る
丹
後
ち
り
め
ん
の
生
ま
れ
故
郷
で

あ
る
与

謝
野
町

で
、
丹

後
ち
り

め
ん
の

す
ば
ら

し
さ
を

味
わ
っ

て
い
き

た
い
と

思
い
ま

す
。

皆

デザートブーツは誇るべき南アフリカ文化
の一つです

与謝野礼厳「詠茶哥」

暖房器具からの火災や事故に
注意しましょう
寒い季節になると、ストーブやファンヒーターなどを使う機会が増えてきます。暖かく快適ない季節になると、ストーブやファンヒーターなどを使う機会が増えてきます。暖かく快適な
冬を過ごすため、暖房器具を利用するときは、次の 10 のことに気をつけましょう。冬を過ごすため、暖房器具を利用するときは、次の 10 のことに気をつけましょう。

気を付けたい 10のこと

11 暖房器具の周りに衣類や紙類など
燃えやすいものを置かない

何かの拍子に器具に触れ、発熱・引火するこ
とがあります。

22 電源や火をつけたまま
持ち歩いたりしない

感震装置などの安全装置がついている器具も
ありますが、電源（火）がついたまま移動す
ると、転倒や落下による引火や燃料漏れにつ
ながるおそれがあります。

33 電源や火をつけたまま
給油作業をしない

電源（火）がついたまま給油作業を行うと、
こぼれた燃料に引火し火災につながるおそれ
があります。

44 給油タンクのふたは
確実に締める

ふたの締め付けが不十分だと、燃料が漏れる
危険があり火災になるおそれがあります。

55 暖房器具の上や近くに
洗濯物を干さない

洗濯物を干したときは水分を含んで重く感じ
ていても、乾くと軽くなります。また、固定
しているつもりでも、落下して火災になる場
合がとても多くなっています。

66 たこ足配線など
最大消費電力以上使わない

冬場は暖房器具を含め、多くの電気器具を使
うことがあります。コンセントにプラグをい
くつも差し込むと容量を超えて、ケーブルが
発熱して溶けたりスパークしたりします。

77 コンセントはほこりなどが
溜まったまま使用しない

乾燥する時期は、特にトラッキング現象が起
こりやすくなります。今一度、テレビやタン
スの後ろなど、掃除しにくいところも点検を
しましょう。

88 定期的に
換気を行う

暖房器具を長時間利用していると空気が汚れ
たり不完全燃焼が発生し、最悪の場合は死に
いたることがあります。

99 灯油以外の燃料を
入れない

灯油は無色透明、ガソリンは赤い色がついて
います。

1010 就寝時や外出時は、
暖房器具のスイッチを切ること

布団などの近くでは、知らないうちに接触し
てしまう可能性があります。また、外出中に
何らかの原因で発火する可能性もあります。

がんばってます！消防団 編集 ● 第３分団
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

10/26 三河内小学校屋根等改修工事 三河内地内 ２者 株式会社三野工務店 19,260 17,613 19,200 99.69 R5/11/2
～ R6/2/29

10/26 岩屋浄水場ろ過砂補充工事 岩屋地内 ４者 株式会社アイフル 4,660 4,184 4,184 89.78 R5/11/2
～ R6/1/31

10/26 東谷水路沈砂桝設置工事 幾地地内 ４者 江笠建材株式会社 4,631 4,153 4,153 89.68 R5/11/3
～ 12/28

10/26 上鉢屋敷線側溝整備工事 弓木地内 ７者 株式会社井田建設 1,478 1,321 1,321 89.38 R5/11/0
～ 12/15

10  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

ご利用ください！
与謝野町予約型乗合交通「よさの乗合交通」
与謝野町では「よさの乗合交通」をより多くの方々にご利用いただけるよう、高齢者サロンなど
に出向いて、取り組み内容の説明を行っています。今回、電話予約より便利な「スマートフォン
アプリからの予約」、また、10 月 24 日から開始している「スタンプラリー」についてお知らせ
します。

電話予約 アプリ予約

予約受付期間 午前９時～午後５時
※ 土日および祝日は不可

24 時間 365 日受付可能
※ 土日および祝日も可能

予約の確認方法 予約センター（☎ 050-1808-4384）
に電話をかけて確認する

ご自身のスマートフォンから、何時に
予約が入っているのかが確認可能

直前の連絡 なし 予約時間の直前になると、ご自身のス
マートフォンに通知が届きます

予約は「スマートフォンアプリ」が便利です

問　企画財政課 ☎ 43-9015

アプリケーション（よさの乗合交通）登録の仕方は、右記の二次元コードを読み取り、
「よさの乗合交通アプリ登録書」をご覧ください。

ポイントを集めて、買い物をオトクに
株式会社にしがき（運行主体の構成団体）の協力のもと、よさの乗合交通を利用して店舗を訪れた方にポイン
ト付与のサービス（スタンプラリー）を実施しています。

①にしがき石川店または加悦店を目的地にし、運転手から乗車
証明書を受け取る。
②レジで同証明書を提示し、税別 1,000 円以上の買い物で１
日１個スタンプを押印します。
③満点（28 個）でグリーンスタンプギフト券を２枚贈呈します。
※ スタンプカード有効期間：令和６年３月 31 日まで

● 利用方法

町ホームページ 乗車証明書の見本

太ももおもて伸ばし
No.2

無理をせず痛みのない範囲で、少しずつ休みながら行う。
運動時は息を⽌めずに自然な呼吸を心がける。
体調の悪いときは決して無理をせずに休む。
椅子や机を使用するときは安定したものを使い、パイプ椅子
やキャスター付き椅子など軽いもの、動くものは使用しない。

●
●
●
●

運動の注意点

問　保健課 ☎ 43-9022

椅子に横向きに座る
背もたれ側の足のつま先とひざを
前に出し、もう片方の足を後方に
広めに開く
胸を張り、腰を前方に押し出し、
後方の足の太ももの前面を伸ばす
反対側の足も同じように行う

①
②

③

④

手順（目安：30 秒）

背もたれ側の足は前に出し、
しっかりと地面につける

手を腰にあて前に押し出す

背もたれをつ背もたれをつ
かみ、椅子かかみ、椅子か
ら落ちないよら落ちないよ
うにするうにする

＜ 注意 ＞ 股関節の手術を受けた方は実施しないでください

人は年を取ると段々と体の力が弱くなり、外出する機
会が減り、病気にならなくとも手助けや介護が必要と
なってきます。このように心と体の働きが弱くなって
きた状態を「フレイル」といいます。日本は男女とも
平均寿命が延伸して、世界トップクラスの長寿国です
が、これからは「元気に自立して日常生活を送ること
ができる健康寿命」を伸ばすことが大切です。

● フレイルとは

フレイルのイメージ（出典 イラスト AC）
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ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

　令和５年度から４年間のまちづくりの指針として「第２次与謝野町総合
計画・後期基本計画」を策定しました。20 年先、30 年先を見据えた未来
志向のまちづくりをさらに進めていくため、住民の皆さんが今、どのよう
に感じていらっしゃるのか把握することを目的に、無作為に選んだ 2,000
人の方を対象にアンケートを実施しました。今月号では、主な項目につい
て調査結果の概要を紹介します。

令和５年度令和５年度

アンケート調査のアンケート調査の概要概要とと回答者の内訳回答者の内訳

● 調査対象
● 調査方法
● 期 間
● 回収状況

15 歳以上の町民から 2,000 人の方を無作為に抽出
郵送による配布および回収（オンライン回答可）
令和５年７月 15 日（土）～８月 10 日（木）

【回収数】549 件【回収率】32.2％
【回答数】643 件（うち、インターネット回答 94 件）
※ 前回の令和４年度調査 …【回収数】627 件【回収率】31.4％

15-19 歳 3.3％ 20 歳代 4.8％
無回答 0.3％

未回答
0.8％

女性
53.3％

男性
45.9％

職業

その他 
4.0％

農林業
1.9％

無回答 0.3％

家事専業
7.2％

無職
24.9％

勤め人
23.0％

自営業
10.9％

学生 4.4％

性別
40 歳代
10.1％

50 歳代
16.8％

60 歳代
23.5％

70 歳以上
33.9％

年齢

30 歳代 7.3％

職業
アルバイト
・パート
13.4％ 公務員・教員等

10.1％

○ 満足・やや満足 BEST 5
安心・安全に暮らせる地域づくり 38.2％

新たな命の誕生を応援 31.0％

災害に強い安心・安全なまちづくり 30.5％

親子の笑顔の暮らしを応援 29.1％

健康・福祉を支える人財の育成と確保 29.4％

× 不満・やや不満 BEST 5
魅力ある働く場の創出
交流人口増加体制の強化

見える・聞こえる・言えるまちづくり

未来を見据えた行財政運営

まちの魅力・人の魅力が生み出す与謝野町なら
ではの「移住・定住」の促進

54.7％

47.9％

45.9％

41.6％

44.7％

与謝野町がこれまで進めてきたまちづくりの満足度

調
査
結
果
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

これから進めるまちづくりについて特に力を入れる施策 BEST 10

挑戦が生まれる風土づくり

57.2％

新たな命の誕生を応援

健康・福祉を支える人財の育成と確保健康・福祉を支える人財の育成と確保

まちの魅力を活かした観光振興まちの魅力を活かした観光振興

未来を見据えた行財政運営未来を見据えた行財政運営

快適で暮らしやすい生活環境づくり快適で暮らしやすい生活環境づくり

安心・安全に暮らせる地域づくり安心・安全に暮らせる地域づくり

まちの魅力を活かした移住・定住の促進

誰もが安心していきいきと暮らし続けらる地域づくりの推進 37.2％

32.5％

27.4％

26.4％

25.0％

22.6％

21.9％

20.2％

16.6％

町内での行動・意識について

「これからも与謝野町に住み続けたい」が 66.6％
（前回 69.5％）と前回調査よりも減少しています
が、Ｕターン移住などを含めた定住意向は前回調査
と差はありません。一方で「町外へ転出したい」が
30 歳代で 17.0％（前回 6.7％）、40 歳代で 16.9％

（前回 6.0％）と増加傾向にあります。「いったん離
れるかもしれないが、いずれは戻ってきたい」が
15 ～ 19 歳、20 歳代では多い傾向は変わらず、進
学や就職などで離れる可能性がありつつも、いつか
戻ってきたいという考えがあることがわかります。

消費
意識

子育て

心の
よ り ど こ ろ

定住
意向

● 町内で消費行動を

意識している
時々している

38.7％
26.4％26.4％

3838..77％％

● この地域で子育てを

したいと思う
ややしたいと
思う

31.1％

31.7％

● 身近なところに心の
● よりどころがあると

感じる
やや感じる

25.0％
27.8％

2525..00％％

27.8％

特に力を入れる施策では、「魅力ある働く場の創出」
が最も多く、全世代においても最も多くなってい
ます。次いで、15 ～ 19 歳と 20 歳代は「新たな命

の誕生を応援」、30 歳代と 50 歳代は「まちの魅力
を活かした移住・定住の促進」、40 歳代は「まちの
魅力を活かした観光振興」、60 歳以上は「誰もが安
心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推
進」が多くなっています。

全世代で「魅力ある働く場の創出」がトップに

66.6％

これからも
与謝野町に
住み続けたい

3131..11％％

31.7％

魅力ある働く場の創出

問　企画財政課 ☎ 43-9015
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功績・功労をたたえて

　
塩
見
定
生
さ
ん（
上
山
田
）は
、

昭
和
46
年
に
教
員
に
採
用
さ
れ
て

以
降
、
平
成
20
年
３
月
に
江
陽
中

学
校
を
校
長
で
退
職
す
る
ま
で
の

瑞
宝
双
光
章塩し

お

見み 

定さ
だ

生お

さ
ん

約
38
年
の
間
、
知
・
徳
・
体
の
バ

ラ
ン
ス
よ
い
成
長
を
目
標
に
、
学

校
教
育
や
児
童
生
徒
の
健
全
育
成

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
与
謝
野
町
並
び
に
中

学
校
組
合
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
、
総
括
指
導
主
事
を
経
て
、
教

育
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
学
校

教
育
の
み
な
ら
ず
地
域
の
社
会
教

育
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
を
た
た

え
、
こ
の
度
の
受
章
に
い
た
り
ま

し
た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
２
月
に
逝
去
さ
れ
た
千
賀

一
男
さ
ん
（
幾
地
）
は
、
昭
和
35

年
に
教
員
に
採
用
さ
れ
て
以
降
、

平
成
９
年
３
月
に
加
悦
小
学
校
を

正
六
位
・
瑞
宝
双
光
章

千せ
ん

賀が 

一か
ず

男お

さ
ん

校
長
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
約
37

年
の
間
、
与
謝
野
町
と
宮
津
市
内

の
小
中
学
校
に
在
職
し
、
学
校
教

育
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
退
職
後
も
旧
岩
滝
町
並
び
に
中

学
校
組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
、

与
謝
野
町
並
び
に
中
学
校
組
合
教

育
委
員
会
教
育
委
員
、
岩
滝
町
陸

上
競
技
協
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
を
た
た

え
、
逝
去
に
伴
い
こ
の
度
の
受
章

に
い
た
り
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽

力
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者 

京
都
府
知
事
表
彰

小こ

塚づ
か 

敏と
し
ろ
う郎

さ
ん

糸い
と

井い 

範の
り

子こ

さ
ん

　
小
塚
敏
郎
さ
ん
（
四
辻
）
と
糸
井

範
子
さ
ん
（
岩
滝
）
が
、
10
月
11
日

に
京
都
テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ
た
「
第

44
回
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
に

お
い
て
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
京
都
府
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
塚
さ
ん
は
与
謝
野
町
老
人
会
の

副
会
長
な
ど
12
年
、
糸
井
さ
ん
は
同

会
の
理
事
な
ど
10
年
の
長
き
に
わ
た

糸井さん（左）と小塚さん（右）

子の千賀達
たつ

也
や

さん
（代理受章）

社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

石い
し
か
わ川 

ひ
と
み
さ
ん

　

石
川
ひ
と
み
さ
ん
（
加
悦
）
が
、

令
和
５
年
度
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
石
川
さ
ん
は
、
現
在
、
社
会
福
祉

法
人
北
星
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

与
謝
の
園
に
勤
務
さ
れ
、
長
き
に
わ

た
り
社
会
福
祉
に
従
事
し
、
深
く
携

わ
り
精
励
さ
れ
事
業
所
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

に
い
た
り
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力

に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
や
地

域
福
祉
の
向
上
、
住
民
相
互
の
親
睦

に
中
心
的
役
割
を
担
わ
れ
、
多
大
な

貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
功
績
が
認
め
ら
れ
こ
の
度
の
受
賞

に
い
た
り
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力

に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地域のまちづくりに参加したことがある

　参加したことのある活動の
中では、「地域の花いっぱい
運動や清掃・美化活動」が最
も多く 29.9％、次いで「地
域の交通安全や防災・防犯活
動」24.1％、「リサイクル活
動や省資源活動」18.2％と
なっており、順位の傾向は前
回の調査結果と変わっていま
せん。
　 一 方 で、「 特 に な い 」 が
36.9％と「地域の花いっぱ
い運動や清掃・美化活動」よ
りも多く、前回調査よりも
2.6 ポイント増加していま
す。各項目では、令和４年度
から調査し始めた「町の各種
審議会・委員会等の参画」が
13.5％（前回 10.7％）と最
も増加しています。

地域の花いっぱい運動や
清掃・美化活動

森林や河川など
自然環境の保護活動
高齢者や障害者を
介助・支援する活動
育児ボランティアなどの
子育て支援活動
歴史や伝統行事などを
守り育てる活動

リサイクル活動や省資源活動

子どもや青少年の
健全育成活動
スポーツ文化活動の
指導・支援

町の各種審議会・
委員会等への参画

地域の交通安全や
防災・防犯活動

文化・芸術活動の指導・支援

その他

特にない

審議会・委員会等への
参画が増加

29.9％

36.9％

3.9％

13.5％

24.1％

9.8％

12.1％

16.5％

18.2％

14.3％

6.4％

17.6％

12.1％

　「地域のまちづくりには興味があ
るが、日々の生活の中で時間がとれ
ない」が前回調査同様に最も多く
44.7％、次いで「地域のまちづく
りには興味がない」が 21.1％となっ
ています。
　前回調査との違いとして、「地域
のまちづくりには興味がない」が
4.4 ポイント増加し、「地域のまち
づくりには興味がある」に関わる項
目が全体的に減少。年齢別にみると、

「地域のまちづくりには興味がある
が、日々の生活の中で時間がとれな
い」が 20 歳代から 60 歳代にかけ
て 50％を超えており、働き方の多
様化などによりまちづくりへの時間
がとれないことがわかります。

「地域のまちづくりに
興味がある」が減少

地域のまちづくりに参加しなかった
（できなかった）理由

興味があるが、日々の
生活の中で時間がとれ
ない

興味があり、比較的時
間もあるが、参加の仕
方がわからない
興味があり、比較的時
間もあり参加の仕方も
わかるが、地域の中に
入っていくのが難しい

興味がない

税金を納めているのだ
から、公務員がすれば
よい

その他
● 今回の調査
● 令和４年度の調査

44.7％

51.0％

19.0％

12.1％

4.6％

7.5％

21.1％

16.7％

12.7％

12.6％

13.1％

15.5％

町 政  News & Information
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● 与謝野町事業者経費高騰緊急支援補助金

中小企業者・小規模事業者などの
事業継続を支援します

与謝野町では、昨今の世界経済情勢などの影響下で、燃料費および電
気料金の高騰により影響を受けている町内事業者の皆さんの事業継続
を支援するため、事業に必要な経費の一部を昨年度に引き続き補助金
として交付します。

補助対象者 以下のいずれかに該当する事業者の方>>>

与謝野町に本籍または住所を有する中小企業者または小規模事業者
与謝野町商工会に加入しており、町内に事業所を有する中小企業者または小規模事業者
与謝野町企業立地促進条例に基づく奨励事業所の指定を受けた事業者

●

●

●

● 農業者
● 税金などの滞納がある事業者対象外事業者

（
補助対象経費・補助率

令和５年４月１日から 10 月 31 日までの
間に支払いを終えている経費に限る燃料費 および 電気料金

（ガソリン・軽油・ガス・灯油など）
（

事業者区分 補助金限度額
中小企業者 20 万円

小規模事業者 10 万円
NPO 法人または
社会福祉法人など

従業員６人以上 20 万円
従業員５人以下 10 万円

補　助　率 10 分の３以内
補助上限額 20 万円もしくは 10 万円
※ 補助上限額は右の表をご覧ください
※ 補助金算定後、千円未満は切り捨てます
※ 法人事業者は交付申請書に押印が必須です

申請受付期間せまる！ 12月28日 ㊍ まで>>>

申請書類は町ホームページにあるほか、産業観光課（本庁舎）、加悦庁舎および野田川庁舎の住
民税務課住民係にあります。

※ 広報よさの８月号（No.210）に掲載した情報と同様です

産業観光課【 申請先・問い合わせ先 】 ☎ 43-9012
※ 補助金ページ（町ホームページ）　▶▶▶

国民健康保険の適正化にご協力をお願いします
　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
保
へ
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
し
て
い
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

● 

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

● 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
、

● 

ま
た
は
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た

● 

子
ど
も
が
産
ま
れ
た

● 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

【
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
】

● 

他
市
町
村
へ
転
出
し
た

● 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
、

● 

ま
た
は
被
扶
養
者
に
な
っ
た

● 

死
亡
し
た

● 

生
活
保
護
を
受
け
た

【
そ
の
他
】

● 

住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た

● 

就
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出
す
る

● 

世
帯
分
離
、
世
帯
合
併
を
し
た

　
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
場
合

　
万
が
一
、
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た

場
合
は
、
保
険
証
を
使
用
で
き
ま
す

が
、
必
ず
役
場
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
第
三
者
に
よ
る
行
為
に
よ
っ
て

ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、
原
則
、
そ
の
加

害
者
に
医
療
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
早
期
治
療
の
た

め
、
い
っ
た
ん
保
険
証
の
使
用
を
認
め

て
い
ま
す
。
な
お
、
後
日
、
国
保
か
ら

加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

▼ 

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
傾
向

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
医
療
機
関
な
ど
の
適
正
受

診
、
特
定
健
診
や
各
種
検
診
の
積
極
的

な
受
診
に
よ
り
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
、
予
防
と
健
康
づ
く
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ

る
同
じ
有
効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
い

薬
の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
節

減
に
な
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
る
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）

の
施
術
に
は
保
険
証
が
使
え
る
場
合
と

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
国
保
適
用
範
囲
の
誤
解
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
誤
っ
た
受
診
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け
る
前
に

確
認
し
て
、
正
し
く
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
保
険
証
が
使
え
る
場
合
】

ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ
、
骨
折
、
脱

臼
の
応
急
手
当

【
医
師
の
同
意
書
が
あ
る
場
合
に
保
険

証
が
使
え
る
場
合
】　

骨
折
、
脱
臼

【
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
】

・
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲
労
や

肩
こ
り
、
腰
痛
、
体
調
不
良
な
ど

・
神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
保
険
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の
な
ど

　
会
社
を
退
職
し
て
、

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　
資
格
喪
失
日
が
わ
か
る
書
類
が
必
要

で
す
。
退
職
し
た
事
業
所
か
ら
資
格
喪

失
証
明
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
に

　

な
れ
ま
せ
ん
か
？

　
お
子
さ
ん
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
、
そ
の
世
帯
に
同
居
す
る
方
の
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
お
子
さ

ん
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
お
子

さ
ん
の
保
険
料
が
増
加
す
る
こ
と
な

く
、
国
保
喪
失
に
よ
り
国
保
税
も
か
か

ら
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
例
に
該
当

し
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

加
入
条
件
な
ど
は
、
勤
め
先
ま
た
は
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、「
国
保
」）
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
で
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う
制
度
で

す
。
し
か
し
、
近
年
は
被
保
険
者
の
減
少
と
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
う
医
療
費
の
増

加
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
正
な
国
保
運
営
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の

届
け
出
は
忘
れ
ず
に

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

転出または職場の健康保険に加入
した場合、国保を脱退する届け出
をしないと国保の資格が残ったま
ま保険税が二重にかかります。
国保資格を喪失した場合、直ちに
保険証の使用を中⽌し返却してく
ださい（資格喪失後に国保の保険
証を使って受診したとき、医療費
の７割または８割を後日請求する
場合があります）。

● 

●

注意してください！

問　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２
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将来の地域農業の羅針盤
「地域計画」の策定作業を開始 問　農林環境課 ☎ 43-9023

　
４
月
に
国
の「
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
農
業

の
将
来
の
あ
り
方
を
示
し
た「
地
域
計
画
」

の
策
定
が
市
町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
与
謝
野
町
に
お
い
て
も
、
町
内
22
の

地
域
（
地
区
）
で
策
定
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

● 

地
域
計
画
と
は

　
長
年
守
っ
て
き
た
地
域
の
農
地
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
地
域
ご
と
に
話
合

い
を
行
い
、
10
年
後
の
将
来
「
ど
の
範
囲

の
農
地
を
守
る
か
」「
誰
が
守
る
か
」「
ど

う
や
っ
て
守
る
か
」
を
決
め
、
計
画
書
と

図
面
を
作
成
し
ま
す
。

● 

地
域
計
画
策
定
の
流
れ

① 

地
域
の
農
地
に
つ
い
て
、
現
在
の
耕

作
者
を
示
し
た
「
現
況
地
図
」
を
作
成
。

② 

地
域
で
集
ま
り
「
現
況
地
図
」
を
も

と
に
、
10
年
後
の
地
域
の
農
地
が
ど
う

な
っ
て
い
く
か
、
誰
が
ど
う
や
っ
て
守
っ

て
い
く
か
な
ど
を
話
し
合
う
。

③ 

②
の
結
果
を
も
と
に
、
10
年
後
の
将

来
を
示
し
た
「
目
標
地
図
」
と
「
計
画
書
」

を
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
作
成
。

《 

耕
作
者
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い 

》

地
域
の
話
し
合
い
に
は
で
き
る
だ
け
多
く

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
地
域
の
現
状
と
将
来
を
認
識
し
た
う

え
で
、
合
意
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
で
話
合
い
の
機
会
が
あ

れ
ば
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

土
地
（
農
地
）
所
有
者
の

● 

皆
さ
ん
へ
お
願
い

　
与
謝
野
町
で
は
、
農
家
の
高
齢
化
と
担

い
手
不
足
に
よ
り
著
し
く
農
家
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
今
ま
で
ど
お
り

農
地
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
今
回
策
定
す
る
「
地
域
計
画
」

で
は
、
限
ら
れ
た
担
い
手
の
皆
さ
ん
が
効

率
よ
く
耕
作
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
貸
し

借
り
の
ル
ー
ル
の
も
と
、
農
地
の
集
積
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
農
地
の
所
有
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
地
域
農
業

の
将
来
に
つ
い
て
今
一
度
お
考
え
い
た
だ

き
、「
地
域
計
画
」
の
実
現
に
向
け
農
家

の
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
を

支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま

す
。

説明会の様子

地域社会の活性化と振興、人材育成をめざして
京都橘大学と連携・協力に関する覚書を締結 問　産業観光課 ☎ 43-9012

　
与
謝
野
町
は
京
都
橘
大

学
と
相
互
の
人
的
、
知
的

お
よ
び
物
的
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
地
域
社
会
の

活
性
化
と
振
興
お
よ
び
人

材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
連
携
・
協
力

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
同
大
学
と
は
、
従
来
か

ら
本
町
の
産
業
振
興
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
て
連

携
・
協
力
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
特
に
近
年
は
、
与

謝
野
町
に
お
け
る
産
業
振

興
政
策
策
定
の
基
礎
資
料

に
な
っ
た
「
与
謝
野
町
地

域
経
済
分
析
調
査
報
告
書

（
令
和
３
年
３
月
）」
の
作

成
に
関
し
て
、
調
査
活
動

に
同
大
学
の
学
生
に
協
力

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
同
大

学
経
済
学
部
の
岡お
か

田だ

教
授

と
小こ

山や
ま
准
教
授
の
知
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
、
同
大
学
に

お
い
て
行
っ
た
締
結
式
で

は
、
同
大
学
の
日ひ

び

の
比
野
英え

い

子こ

学
長
と
山
添
町
長
が
覚

書
に
署
名
。
今
回
の
覚
書

の
締
結
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
連
携
・
協
力
関
係
を

さ
ら
に
進
め
、
地
域
社
会

の
活
性
化
と
振
興
お
よ
び

人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

【 

連
携
・
協
力
事
項 

】

① 

地
域
社
会
の
活
性
化

と
振
興
に
資
す
る
地
域
経

済
分
析
の
実
施

② 

地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成

③ 

そ
の
他
、
京
都
橘
大

学
と
与
謝
野
町
が
必
要
と

認
め
る
事
項

覚
書
に
署
名
し
た
日
比
野
学
長

（
右
）
と
山
添
町
長

３人の農林水産省職員が農村で研修
農林水産省伝統の「農村研修」の受け入れ 問　農林環境課 ☎ 43-9023

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
８
月
中
旬
か
ら

10
月
中
旬
に
か
け
て
、
農
林
水
産
省
の

若
手
職
員
３
人
の
農
村
研
修
を
、
町
内

の
農
家
さ
ん
の
協
力
の
も
と
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　
研
修
生
た
ち
は
、
有
限
会
社
あ
っ
ぷ

る
ふ
ぁ
ー
む
（
滝
）、
有
限
会
社
誠
武

農
園
（
滝
）
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

（
石
川
）
で
実
際
に
農
作
業
を
体
験
。

皆
さ
ん
は
、
約
４
週
間
と
い
う
期
間
で

し
た
が
、
現
場
や
地
域
で
し
か
気
づ
け

な
い
こ
と
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
に
は
、
京
丹
後
市
に
来
ら

れ
た
研
修
生
の
皆
さ
ん
と
合
同
の
報
告

会
・
意
見
交
換
会
を
開
催
。
研
修
生
た

ち
は
、
研
修
を
つ
う
じ
て
学
ん
だ
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
研

修
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
受
入
農
家
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
つ
つ
、
中
山

間
地
域
の
農
業
を
維
持
発
展
で
き
る
施

策
の
企
画
・
立
案
を
期
待
し
ま
す
。

● 

森も
り
も
と本 

か
よ
子こ

さ
ん

● （
農
林
水
産
省 
消
費
・
安
全
局
）

・
・
・
有
限
会
社
あ
っ
ぷ
る
ふ
ぁ
ー
む

● 

山や
ま
も
と本 

直な
お

樹き

さ
ん

● （
農
林
水
産
省 

消
費
・
安
全
局
）

・
・
・
有
限
会
社
誠
武
農
園

● 

築つ
き

地じ 

美み

か佳
さ
ん

● （
農
林
水
産
省 

畜
産
局
）

・
・
・
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

研
修
生
と
受
入
農
家
さ
ん

こ
の
研
修
は
、昭
和
42
年
か
ら
続
く
伝
統
の
研
修
で
、農
林
水
産
省
の
若
手
職
員
が
、

農
村
漁
村
の
現
場
に
お
け
る
農
作
業
や
関
連
作
業
を
中
心
に
、
農
林
漁
家
や
関
係
者

と
の
意
見
交
換
や
地
域
で
の
行
事
な
ど
を
直
接
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
の
実

態
に
即
し
た
政
策
の
企
画
・
立
案
が
で
き
る
人
材
を
幅
広
く
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
職
員
「
農
村
研
修
」

医療費通知は大切に保管をお願いします
与謝野町国民健康保険 問　保健課 ☎ 43-9022

　
与
謝
野
町
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
で
、
病
院
や
薬
局

な
ど
に
か
か
ら
れ
た
医

療
費
の
額
を
、
３
ヵ
月

ご
と
に
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
（
医
療
費
通

知
）」
に
て
世
帯
主
様

宛
に
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
医
療
費
通
知

は
、
確
定
申
告
時
の
医

療
費
控
除
の
明
細
書
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の

再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

医
療
機
関
な
ど
か
ら
の

請
求
が
遅
れ
て
い
る
場

合
な
ど
、
医
療
費
通
知

に
記
載
さ
れ
な
い
医
療

費
が
あ
る
た
め
、
医
療

機
関
な
ど
の
領
収
書
も

大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
控
除
に

使
用
す
る
場
合

　

12
月
に
送
付
す
る

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ

（
医
療
費
通
知
）」に
は
、

10
～
12
月
の
診
療
分
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
令
和
６
年
３
月
発

送
予
定
の
た
め
確
定
申

告
期
間
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
医
療
費
通

知
を
医
療
費
控
除
な
ど

に
使
用
す
る
場
合
は
、

領
収
書
な
ど
に
て
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
作
成
を
お
願
い
し
ま

す
。
医
療
費
の
領
収
書

な
ど
は
確
定
申
告
期
限

か
ら
５
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

高
額
療
養
費
で
返

金
が
あ
っ
た
場
合
は
、

医
療
費
か
ら
引
い
て
医

療
費
控
除
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い

研修内容を報告する築地さん（右）と
山本さん（左）
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薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

与謝野町戦没者追悼式

戦後 ��年、平和への誓い
空き家の適切な維持管理を行いましょう
空家総合対策窓口 問　総務課 ☎ 43-9010

薬物乱用は、周囲の人
から誘われて、好奇心
や興味本位で手を染め
るケースが多く見られ
ます。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に
手を出さないという自
覚が大切です。

　10月25日、先の大戦で亡くなられた方々に
追悼の誠をささげ、平和への誓いをあらたにす
る「与謝野町戦没者追悼式」を野田川わーくぱ
るで行いました。
　追悼式には、遺族会の会員ら63人の方が参
列。山添町長や来賓に続いて、遺族を代表して
にしがきまさとし
西垣正敏さんが顔知らぬ父へ、ロシアのウクラ
イナ侵攻に触れながら「安らかにお休みくださ
い」と追悼の意を述べられました。その後、参
列した方々は献花とともに、平和への誓いをあ
らたにしました。 問　福祉課 ☎ 43-9021

与謝野町役場本庁舎

総務課
● ● ●

産業観光課

会計課

建設課 追悼の意を述べる西垣さん

企画財政課

加悦庁舎 人権の花運動の植付式

住民税務課 「スイセン」の球根を植え付け ひとり親家庭の
皆さまへ 子育て世帯生活支援特別給付金のお知らせ

福祉課

保健課
　11 月１日、山田小学校において「人権の花
運動の植付式」を行いました。この運動は、花
を育てることをとおして生命の尊さを実感し、
友だちと協力し合う大切さを身につけてもらう
ことを目的に、毎年町内の小学生を対象に「人
権の花運動」を行っています。
　今年は山田小学校２・３年生の児童 18人が
参加。与謝野町人権擁護委員の皆さんによる人

農林環境課 ※ ● ※ ●

子育て応援課

教育委員会 学校教育課

教育委員会 社会教育課

議会事務局

総務課（CATV担当） 仲良く球根を植え付ける児童たち

形劇で人権に関するお話と、身近な人に相談できない悩みを人権擁護委員さんに
相談する方法「人権ＳＯＳミニレター」を教えてもらった子どもたちは、みんな
真剣に聞き入っていました。その後、丹後・中丹人権啓発活動地域ネットワーク
協議会から人権の花「スイセン」の球根が子どもたちに贈られました。人権擁護
委員さんから球根の植え付け方を教わりながら、子どもたちは仲良く土を分け
合って植木鉢に植え付けをしました。花の開花は来年の２～３月です。

野田川庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）

上下水道課 【申請期限】 令和６年２月 29日（木）までに、子育て応援課（☎ 43-9024）へ。

まちのうごき
令和５年10月末現在

人　口 19,857 人（－52）
　男　 19,522 人（－17）
　女　 10,335 人（－35）
世帯数 8,897 戸（－13）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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☎ 43-9010

☎ 43-9012

☎ 43-9013

☎ 43-9014

☎ 43-9015

☎ 43-9020

☎ 43-9021

☎ 43-9022

☎ 43-9023

☎ 43-9024

☎ 43-9025

☎ 43-9026

☎ 43-9027

☎ 43-9028

☎ 43-9011

☎ 43-9031

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人を含む

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、10月 16日から 11月 15日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。
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空
き
家
は
、
そ
の
所

有
者
や
管
理
者
の
責
任

に
お
い
て
適
切
に
管
理

さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
し
か
し
、
降
雪
期

に
は
屋
根
の
雪
が
放
置

さ
れ
て
建
物
が
倒
壊
し

た
り
、
空
き
家
か
ら
落

下
し
た
雪
が
近
隣
に
危

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
雪
と

い
う
自
然
現
象
が
原
因

だ
と
し
て
も
、
空
き
家

を
放
置
し
他
人
に
損
害

を
与
え
た
場
合
は
、
空

き
家
の
所
有
者
や
管
理

者
が
損
害
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

空
き
家
の
所
有
者
・

管
理
者
の
方
に
は
、
迷

惑
な
空
き
家
に
な
ら
な

い
よ
う
、
雪
の
処
理
は

業
者
に
依
頼
す
る
、
ま

た
は
近
隣
住
民
の
方
に

お
願
い
で
き
る
場
合
は

事
前
に
お
願
い
し
て
お

う
。

京
都
府
で
は
、
ひ
と
り
親
の
方
の
子
育

空
き
家
が
管
理

不
全
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
盆
、
正

月
、法
事
の
際
な
ど
、

相
続
が
発
生
す
る
前

か
ら
家
族
全
員
で
早

め
に
相
談
し
、
大
切

う
。相

続
し
た
不
動

産
を
売
却
す
る
た
め

に
は
、
相
続
登
記
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

空
き
家
等
の
問
題
を

後
世
に
繰
り
延
べ
て

複
雑
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
相
続
登
記

を
行
い
適
切
な
維
持

管
理
に
つ
な
げ
ま

相
続
登
記
の
手

続
き
は
、
司
法
書
士

等
の
専
門
家
に
相
談

て
い
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方

な
ど
に
は
、
す
で
に
申
請
不
要
で
給
付
し

て
い
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
方
は
与
謝

野
町
に
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
す
で

に
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
同
給
付
金
を
受

領
し
た
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
た

め
、
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

が
全
額
支
給
停
止
し
て
い
る
方
、
も
し
く

は
公
的
年
金
な
ど
受
給
の
た
め
、
申
請
し

て
も
同
月
分
の
同
手
当
が
全
部
ま
た
は
一

部
停
止
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
方

令
和
３
年
中
の
収
入
が
、
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
水
準
で
あ
る
こ
と

申
請
時
点
で
、
令
和
５
年
３
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

か
、
ま
た
は
法
の
規
定
に
基
づ
き
同
手
当

の
全
部
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
受
給
資
格

者
で
、
家
計
が
急
変
し
収
入
が
同
手
当
の

令
和
５
年
１
月
以
降
の
任
意
の
月
の

収
入
を
年
額
換
算
し
た
額
が
、
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
水
準
で
あ
る
こ
と

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）



【広告枠】

※ 掲載している情報は、11 月 27 日（月）現在のものです

自衛官等の自衛官等の
募集募集

● 自衛官候補生
資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　常時受け付け
試験日　受付時にお知らせします
　　　　京丹後地域事務所
☎ 0772-64-2498

義援金を義援金を
受け付けています受け付けています

日本赤十字社では「イスラエル・
ガザ人道危機救援金」を受け付け
ています。
受 付 期 間　令和 6 年 1 月 31 日

　　日本赤十字社京都府支部
☎ 075-541-9326

（水）まで
受付口座
● ゆうちょ銀行
口座番号　00110-2-5606
加入者名　日本赤十字社（ニホン
セキジュウジシャ）
※ 通信欄に「イスラエル・ガザ
人道危機救援金」と明記願います
● 都市銀行

【三井住友銀行】
すずらん支店（普）2787797

【三菱 UFJ 銀行】
やまびこ支店（普）2105800

【みずほ銀行】
クヌギ支店（普）0623587
※ 口座名義はすべて日本赤十字
社（ニホンセキジュウジシャ）

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

会場　丹後文化会館
　　京都府丹後文化会館
☎ 0772-62-5200

償却資産の申告は京都地償却資産の申告は京都地
方税機構にお願いします方税機構にお願いします

固定資産税の対象となる償却資
産（事業用資産）をお持ちの方は、
毎年１月１日現在の資産所有状況
を１月 31 日までに申告していた
だく必要があります。令和３年度
から、京都地方税機構に一括で申
告書を提出（郵送可）していただ
くことが可能になりました。
　　京都地方税機構事務局業務課
償却資産担当 ☎ 075-414-4503

ごみステーションの除雪ごみステーションの除雪
にご協力お願いしますにご協力お願いします

積雪時はごみステーションの扉が
開かないなどの理由で、ごみ収集
できないことがあります。利用者
の方で除雪していただきますよう
お願いします。
　　農林環境課 ☎ 43-9023

農地への不法投棄は農地への不法投棄は
犯罪です犯罪です

例年、明石地区の国道 178 号沿
いの農地に鉄筋や鉄くずなどの金
属が捨てられ、農業用機械が損傷
する事故が発生しています。さら
に今年は、収穫した籾から投棄さ
れた鉄くずが発見される事象も発
生しています。
万が一、消費者に健康被害が及ん
だ場合には、投棄した者は幾重も
の罪に問われる可能性があります。
このような事例に限らず、どのよ
うな物であっても不法投棄は犯罪
行為であり、絶対に許されるもの
ではありません。不法投棄は絶対
にやめましょう。
　　農林環境課 ☎ 43-9023

り採用者を決定します。選考日（面
接）は令和６年１月 16 日（火）
を予定しています。
　　　　令和６年１月５日（金）
午後５時までに、申込用紙に必要
事項を記入し学校教育課（☎ 43-
9025）へ。なお、申込用紙は町ホー
ムページからダウンロードできま
す。

【クアハウス岩滝】温泉設備【クアハウス岩滝】温泉設備
などの改修工事に伴う休館などの改修工事に伴う休館

クアハウス岩滝は、老朽化した温
泉設備などの改修工事を行うため、
以下の期間、全館休館します。長
期間の休館となり、皆さんにはご
迷惑をおかけしますが、ご理解い
ただきますようお願いします。
休館期間　令和６年２月１日（木）
～２月 29 日（木）
※ 利用再開時には、令和６年３
月を休館する計画としていました
が、改修工事のスケジュール確定
に伴い変更するものです
　　産業観光課 ☎ 43-9012

丹後文化芸術祭丹後文化芸術祭
「ジュニア文化祭」の開催「ジュニア文化祭」の開催

日 時　12 月 24 日（日）午後１
時半開演　※ 入場無料

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

スクールバス運転手（会スクールバス運転手（会
計年度任用職員）の募集計年度任用職員）の募集

採用条件　心身ともに健康で、
マイクロバスを運転可能な自動車
運転免許証（ＡＴ限定は不可）を
所持する方
採用人数　若干名
業務内容　登下校スクールバス
運転および校外活動などのバス運
転　※ マイクロバス
採用日　令和６年４月１日～７
年３月 31 日　※ 勤務成績に基
づき再度任用あり
勤務日　【登下校運転】月曜日～
金曜日の午前７時～午後５時の
朝・夕　※ １日計４時間程度の
勤務（加悦地域）

【校外活動等スポット運転】
校外活動時のみ（年間 150 日程
度）　※ 学校行事などにより土日
および祝日に勤務をお願いする場
合があります
報酬　時間額 1,207 円（予定）
その他の手当・勤務条件
与謝野町会計年度任用職員の報酬
等及び費用弁償に関する条例など
の規定により支給・勤務すること
となります。
社会保険等　勤務日数・時間によ
り共済組合・雇用保険などに加入
選考　応募者の中から、選考によ

募 募

催

i

i
問・申

問

※
※

住民票の写しなどの
第三者交付に係る本人通知制度

与謝野町では、住民票や戸籍の不正取得抑止のため、代理人や第三者へ証
明書を交付した場合、交付した事実を本人へお知らせする「第三者交付に
係る本人通知制度」を設けています。この制度の利用には、事前の登録申
し込みが必要です。詳しくは、12 月８日発行の「住民票の写し等の” 事
前登録型本人通知制度” のご案内～住民票などを第三者へ交付したことを
事前登録者へお知らせします～」をご覧ください。

登録は任意です。すでに登録済みの方は、再度のお手続きは必要ありません
第三者からの請求を拒否したり、本人に対して交付の可否を確認する制度ではあり
ません

問　住民税務課 ☎ 43-9020問

年末年始の役場業務のお知らせ

12 月 28 日（木）から令和６年１月５日（金）までの役場業務についてお知らせします。なお、戸籍（死亡届・婚
姻届など）のみ野田川庁舎で受け付けします。

12 月 令和６年１月
28 日（木） 29 日（金） 30 日（土） 31 日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）

役場庁舎 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

国保診療所 〇 休 休 休 休 休 〇 休 〇

ごみ収集 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇

野田川衛生プラント 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

クリーンセンター 〇 〇 午前 8 時半
～正午 休 休 休 休 〇 〇

図書館（本館、分室） 休 休 休 休 休 休 休 休 〇

体育館・グラウンド 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

クアハウス岩滝 休 休 休 休 休 休 休 休 〇

※ 役場庁舎休業中は、諸証明の発行や公共料金の受け取りなどはできません

i

i

i

問

問

問

問

問・申

問

※在宅当番医

広告掲載募集中

■ サイズ　W60mm × H45mm
■ 料　金　月額 5,000 円／枠
■ その他　最大３枠まで掲載可
　　総務課 ☎ 43-9010問

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
12月28日（木）まで

固 定 資 産 税　第４期
国 民 健 康 保 険 税　第７期
後期高齢者医療保険料　第６期

令和６年１月４日（木）まで
介 護 保 険 料　第７期
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文
化
の
秋
。

　

11
月
４
、５
日
の
２
日
間
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
知
遊
館
と
岩
滝
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
与
謝
野

町
文
化
祭
（
主
催
／
与
謝
野
町
文
化

協
会
、
与
謝
野
町
文
化
祭
実
行
委
員

会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日

間
に
わ
た
り
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
は
展
示
発
表
が
行
わ
れ
、
絵

画
や
水
彩
画
、
生
け
花
な
ど
の
鑑
賞

に
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

５
日
に
は
知
遊
館
で
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
、町
内
各
中
学
校
の
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
や
オ
カ
リ
ナ
、
民
踊
、
マ

ジ
ッ
ク
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
８
日
に
は
、
４
年
ぶ
り
に
一

堂
に
会
し
、
子
ど
も
た
ち
の
音
楽
の

祭
典
「
与
謝
野
町
小
・
中
学
校
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
、
町
内
４
校
の

子
ど
も
た
ち
が
共
演
し
ま
し
た
。「
与

謝
野
町
歌
」
の
斉
唱
で
幕
を
開
け
る

と
、
三
河
内
小
・
岩
滝
小
・
石
川
小
・

江
陽
中
の
順
で
合
唱
を
発
表
。
会
場

に
つ
め
か
け
た
多
く
の
保
護
者
は
、

子
ど
も
た
ち
の
美
し
い
歌
声
に
大
き

な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

●与謝野町文化祭

①ウインドオーケストラ与謝の演奏
②生田流正派琇邦会の大正琴　③野田川太極拳教室　④すみれ会の踊り

⑤与謝野児童合唱団エンゼルハーモニーのコーラス　⑥水彩画の展示　⑦江陽中学校の演奏　⑧与謝野弦楽合奏団の演奏

● 与謝野町小・中学校音楽フェスティバル

①②④江陽中学校
③三河内小学校　⑤⑥岩滝小学校　⑦石川小学校

①
②

③ ④

⑧
⑦

⑥
⑤

③

⑦
⑥

⑤
④

②
①

発
行

 与
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野
町

役
場

　
編

集
 総

務
課
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